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は
じ
め
に

　

中
国
で
は
明
代
以
降
に
『
西
遊
記
』『
三
國
志
通
俗
演
義
』『
水
滸
傳
』『
金
瓶

梅
』
そ
し
て
『
紅
樓
夢
』
な
ど
の
白
話
に
よ
る
通
俗
小
説
が
世
に
送
り
出
さ
れ
た
。

そ
の
た
め
日
本
で
も
江
戸
時
代
に
は
こ
れ
ら
通
俗
小
説
が
舶
来
し
、
そ
の
翻
訳

が
様
々
な
人
物
に
よ
り
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
の
傾
向
は
明
治
以
降
も
継
続
す
る
が
、
こ
こ
で
不
可
解
な
現
象
が
確
認
さ

れ
る
。
そ
れ
が
明
治
・
大
正
時
代
か
ら
終
戦
直
後
ま
で
の
期
間
は
翻
訳
活
動
の

中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
の
が
民
間
の
知
識
人
で
あ
り
、
当
時
の
大
学
の
研
究

者
は
殆
ど
翻
訳
に
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

一
例
を
挙
げ
る
と
、
明
代
短
篇
白
話
小
説
集
「
三さ
ん
げ
ん言
」（『
古こ
こ
ん今
小し
ょ
う
せ
つ
説
』

『
警け
い
せ
い
つ
う

世
通
言げ
ん
』『
醒せ
い
せ
い
こ
う

世
恆
言げ
ん
』）
に
は
「
白は
く

蛇じ
ゃ
で
ん伝
」「
杜と
し
し
ゅ
ん

子
春
」
な
ど
日
本
で
も
人

口
に
膾
炙
し
た
作
品
が
多
い
。
こ
の
「
三
言
」
所
収
篇
に
つ
い
て
、
明
治
か
ら

終
戦
直
後
ま
で
に
翻
訳
を
手
掛
け
た
人
物
は
、
現
時
点
で
二
二
名
が
確
認
出
来

る
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
大
学
の
研
究
職
に
在
職
し
な
い
民
間
の
知
識
人
の
翻

訳
は
二
〇
名
―
―
全
体
の
九
割
以
上
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
民
間

翻
訳
は
、
白
話
小
説
の
受
容
史
（
こ
こ
で
は
歴
代
の
日
本
人
が
中
国
白
話
小
説

を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
取
り
込
ん
で
い
っ
た
の
か
と
い
う
受
容
の
歴
史
）
で

も
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
極
め
て
少
な
く
、
そ
の
存
在
さ
え
も
看
過
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
が
斯
界
の
現
状
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
筆
者
は
、
中
国
文
化
の
日
本
受
容
に
ま
つ
わ
る
考
察
の
一
環
と
し

て
「
三
言
」
や
「
三
言
」
の
選
集
『
今き
ん
こ
き
か
ん

古
奇
觀
』
の
民
間
翻
訳
に
関
す
る
事
例

研
究
を
試
み
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
一
連
の
研
究
で
は
明
治
・
大
正
時
代
に
お

け
る
翻
訳
事
例
を
検
証
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
筆
者
が
発
見
し
た
近こ
ん

藤ど
う

總そ
う

草そ
う

に
よ
る
『
警
世
通
言
』
卷
二
（『
今
古
奇
觀
』
巻
二
〇
）「
莊
子
休
鼓
盆
成
大
道
」

（
莊そ
う
し
き
ゅ
う

子
休
盆は
ち

鼓た
た
い
て
大
道
を
成
す
）
の
翻
訳
を
中
心
に
、
翻
訳
者
や
翻
訳
収
録
誌

の
性
格
、
そ
し
て
近
藤
總
草
に
よ
る
翻
訳
情
況
に
つ
い
て
の
基
礎
的
考
察
を
行

う
。
こ
れ
に
よ
り
、
そ
の
存
在
さ
え
も
知
ら
れ
な
か
っ
た
旧
満
洲
の
邦
人
に
よ

る
「
三
言
」
受
容
事
例
を
紹
介
・
分
析
し
、
こ
れ
ま
で
看
過
さ
れ
て
い
た
民
間

翻
訳
例
の
補
完
を
行
う
こ
と
に
し
た
い
。

一
　「
莊
子
と
そ
の
妻
」
の
受
容
史
上
の
特
異
性

　

今
回
筆
者
が
発
見
し
た
近
藤
總
草
（
以
下
「
近
藤
」）
に
よ
る
翻
訳
「
莊
子

と
そ
の
妻
」
は
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
大
連
で
刊
行
さ
れ
た
邦
字
雑
誌

『
滿ま
ん

蒙も
う
』
第
一
一
卷
五
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

近
代
日
本
に
於
け
る
『
警
世
通
言
』
卷
二
「
莊
子
休
鼓
盆
成
大
道
」
の
受
容
に
つ
い
て

―
― 

発
見
さ
れ
た
近
藤
總
草
訳
「
莊
子
と
そ
の
妻
」（1930

）
を
中
心
と
し
て 

―
―
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け
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世
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ま
ず
『
警
世
通
言
』
巻
二
（『
今
古
奇
觀
』
卷
二
〇
）
の
受
容
史
の
観
点
か
ら
、

加
藤
に
よ
る
翻
訳
の
位
置
を
確
認
す
る
と
、
左
掲
の
通
り
と
な
る
。（
○
は
翻
案

作
品
、
△
は
訓
読
翻
訳
、
●
は
民
間
翻
訳
、
□
は
大
学
研
究
者
に
よ
る
現
代
口

語
訳
で
あ
る
）

　

○
（
1
） 

都つ
が
て
い
賀
庭
鐘
し
ょ
う 「
黒
川
源
太
主
山
に
入
ツ
て
道
を
得
た
る
話こ
と
」（
一
七
四
九
）︻
一
︼

　

△
（
2
） 

佐さ
ば
た
ん

羽
淡
斎さ
い
「
莊
子
休
鼓
盆
成
大
道
」（
一
八
一
四
）︻
二
︼

　

●
（
3
）�

近
藤
總
草
「
莊
子
と
そ
の
妻
」（
一
九
三
〇
）︻
三
︼

　

□
（
4
） 

魚お
が
え
り返
善
雄
「
荘
子
の
妻
」（
一
九
五
二
）︻
四
︼

　

□
（
5
） 

後
藤
基
巳
「
荘そ
う
し
き
ゅ
う

子
休
が
鉢
を
た
た
い
て
悟
り
を
ひ
ら
く
こ
と
」

（
一
九
五
八
）︻
五
︼

　

□
（
6
） 

辛
島　

驍あ
き
ら「
待
ち
き
れ
ぬ
妻
」（
一
九
五
九
）︻
六
︼

　

□
（
7
） 

駒
田
信
二「
荘そ
う
し
き
ゅ
う

子
休　

盆は
ち

鼓た
た
い
て
大
道
を
成
す
こ
と
」（
一
九
六
六
）︻
七
︼

こ
の
よ
う
に
小
論
で
扱
う
作
品
「
莊
子
休
鼓
盆
成
大
道
」（
以
下
「
莊
子
休
」）

の
受
容
は
、
早
く
も
「
三
言
」
が
舶
来
し
た
江
戸
寛
延
年
間
に
遡
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
「
莊
子
休
」
の
日
本
伝
来
の
時
期
で
あ
る
が
、
明
確
な
年
代
は
判
然
と
し
な

い
。
例
え
ば
長
崎
書
物
改あ
ら
た
め
や
く
役
に
よ
る
『
商
し
ょ
う
は
く
さ
い
ら
い
し
ょ
も
く

舶
載
來
書
目
』（
一
八
〇
四
）
に
よ

れ
ば
、
本
作
品
所
収
の
『
警
世
通
言
』
が
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
に
、
同
じ

く
本
作
が
収
め
ら
れ
た
『
今
古
奇
觀
』
が
享
保
一
六
年
（
一
七
三
一
）
に
渡
来

し
、
長
崎
へ
舶
来
し
た
記
録
︻
八
︼
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
『
商
舶
載
來
書
目
』
の

記
録
以
前
に
日
本
国
内
に
は
「
三
言
」
所
収
篇
が
到
来
し
て
い
た
も
の
と
見
ら

れ
、
伊い
と
う藤
仁じ
ん

斎さ
い
の
日
記
に
は
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
唐
本
本
屋
宇
兵
衛
か

ら
『
醒
世
恆
言
』
を
借
り
て
読
ん
だ
と
あ
り
、
仁
斎
の
長
男
・
東と
う
が
い涯
に
つ
い
て

も
、『
紀き
ぶ
ん
し
ょ
う
と
く

聞
小
牘
』
巻
一
三
「
釈
詁
随
筆
」（
宝
永
二
~
四
年
・
一
七
〇
五
~
七

年
）
及
び
巻
一
五
「
釈
詁
録
」（
宝
永
七
年
・
一
七
一
〇
年
）
に
は
『
名
物
六
帖
』

の
編
纂
に
際
し
て
『
水
滸
傳
』
や
『
古
今
小
説
』
か
ら
語
彙
を
抄
出
し
、
ま
た

『
紀
聞
小
牘
』
巻
一
五
「
釈
詁
録
」（
宝
永
七
年
・
一
七
一
〇
年
）
に
も
『
拍
案

驚
奇
』
の
抄
出
が
見
え
る
︻
九
︼。
ま
た
小
論
で
扱
う
「
莊
子
休
」
が
収
録
さ
れ
た

『
警
世
通
言
』
に
つ
い
て
も
『
商
舶
載
來
書
目
』
の
記
載
以
前

3

3

か
ら
記
録
が
見
え

る
。
例
え
ば
江
戸
時
代
中
期
の
儒
者
・
田た
な
か中
大た
い
か
ん觀
が
黄お
う
ば
く檗
僧そ
う
か
ら
唐
話
を
学
び

白
話
小
説
や
雑
劇
な
ど
を
考
証
し
た
『
大た
い
か
ん觀
随ず
い
ひ
つ筆
』
に
「
嘗
觀
小
説
名
警
世
通

3

3

3

言3

」
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
『
警
世
通
言
』
は
遅
く
と

も
一
七
三
六
年
以
前
に
日
本
に
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
理
解
出
来
る
。

　

こ
れ
ら
古
義
学
を
標
榜
し
た
儒
学
者
に
よ
る
白
話
小
説
の
入
手
や
通
読
の
記

録
が
残
っ
て
い
る
事
実
か
ら
も
、「
莊
子
休
」
を
は
じ
め
と
し
た
「
三
言
」
所
収

篇
の
受
容
は
、
舶
来
当
初
か
ら
旺
盛
に
行
わ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
、
そ
れ
を
裏

付
け
る
と
も
言
え
る
の
が
、
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
に
出
版
さ
れ
た
都つ
が
て
い

賀
庭

鐘し
ょ
うの
読よ
み

本ほ
ん
『
古こ
こ
ん今
奇き
だ
ん談
英は
な
ぶ

草さ
ぞ
う
し子
』（
以
下
『
英
草
子
』）
の
出
版
で
あ
ろ
う
。

　
『
英
草
子
』
に
は
合
計
九
篇
の
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
八
篇
は

『
警
世
通
言
』
と
『
古
今
小
説
』
所
収
作
品
が
翻
案
︻
十
︼
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
第
四
篇
に
「
黒
川
源
太
主
山
に
入
ツ
て
道
を
得
た
る
話こ
と
」︻
十
一
︼
が
登
場
す
る
。

こ
れ
は
「
莊
子
休
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
、
作
品
の
舞
台
を

天
文
年
間
の
江
戸
社
会
に
あ
て
は
め
た
翻
案
作
品
で
あ
る
︻
十
二
︼。
ま
た
『
通つ
う
ぞ
く俗

古こ
こ
ん
き
か
ん

今
奇
觀
』
は
江
戸
化
政
年
間
の
漢
詩
人
で
商
人
で
あ
っ
た
佐さ
ば
た
ん

羽
淡
斎さ
い
が
、
文

化
一
一
年
（
一
八
一
四
）
に
『
通つ
う
ぞ
く俗
古こ
こ
ん
き
か
ん

今
奇
觀
』
と
題
し
て
『
今
古
奇
觀
』
所

収
の
三
篇
（
①
『
今
古
奇
觀
』
卷
二
〇
「
莊
子
休
鼓
盆
成
大
道
」、
②
同
書
卷
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三
八
「
趙
縣
君
喬
進
黃
柑
子
」、
③
同
書
卷
七
「
賣
油
郎
獨
占
花
魁
」）
を
翻
刻

し
て
い
る
が
、
江
戸
を
舞
台
に
置
き
換
え
る
形
で
翻
案
し
た
『
英
草
子
』
と
は

異
な
り
、
本
作
は
原
文
を
そ
の
ま
ま
訓
読
翻
訳
し
て
い
る
。（『
通
俗
古
今
奇
觀
』

に
よ
る
訓
読
翻
訳
は
、
本
作
の
唐
話
学
的
成
果
と
し
て
重
要
で
あ
る
が
、
そ
の

詳
細
は
、
別
途
後
考
を
準
備
す
る
予
定
で
あ
る
）

　

な
お
、
右
記
一
覧
を
見
る
と
「
莊
子
休
」
の
受
容
に
は
、
大
き
く
二
つ
の
段

階
が
あ
る
こ
と
が
理
解
出
来
よ
う
。
そ
れ
が
①
明
治
時
代
以
前
の
翻
案
や
訓
読

翻
訳
と
し
て
の
受
容
、
②
戦
後
か
ら
の
大
学
の
研
究
者
に
よ
る
翻
訳
で
あ
る
。

　

中
国
思
想
の
専
家
で
あ
る
後
藤
基
巳
は
や
や
分
野
が
異
な
る
も
の
の
、
魚お
が
え
り返

善よ
し

雄お

・
辛
か
ら
し
ま
た
け
し

島
驍
・
駒こ
ま
だ田
信し
ん

二じ

は
中
国
文
学
・
中
国
語
学
に
お
け
る
当
時
の
第
一

線
の
研
究
者
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
戦
後
の
翻
訳
は
、
い
ず
れ
も
大
学
の
研
究

者
に
よ
る
い
わ
ば
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
立
場
か
ら
の
翻
訳
で
占
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
理
解
出
来
よ
う
。

　

し
か
し
、
今
回
発
見
さ
れ
た
近
藤
の
翻
訳
は
、
江
戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
の

唐
話
学
の
系
統
に
も
、
戦
後
の
大
学
の
専
門
家
に
よ
る
翻
訳
と
も
異
な
る
、
民

間
翻
訳
と
い
う
独
自
の
立
ち
位
置
で
「
莊
子
休
」
の
翻
訳
を
試
み
て
い
る
。

　

ま
た
近
藤
訳
は
、
明
治
以
降
初
め
て
翻
訳
さ
れ
た
事
例
で
あ
り
、
か
つ
現
代

口
語
に
翻
訳
さ
れ
た
最
初
の
翻
訳
事
例
で
あ
る
。
そ
の
た
め
本
作
の
受
容
史
は

も
と
よ
り
、「
三
言
」
所
収
篇
、
そ
し
て
中
国
古
典
文
学
の
受
容
に
お
け
る
翻
訳

層
の
交
代
を
検
討
す
る
上
で
格
好
の
事
例
研
究
と
な
る
。

　

以
下
、
小
論
で
は
近
藤
に
よ
る
翻
訳
を
考
察
す
る
が
、
具
体
的
考
察
を
行
う

前
提
と
し
て
、
㋐
翻
訳
者
で
あ
る
近
藤
總
草
は
い
か
な
る
人
物
で
あ
っ
た
か
、

㋑
掲
載
さ
れ
た
邦
字
雑
誌
『
満
蒙
』
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
小
論
で
は
、
こ
れ
ら
の
疑
問
を
詳
細
に
答
え
る
だ
け
の
紙
幅
を
持
た
な

い
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
翻
訳
者
の
近
藤
總
草
と
「
莊
子
休
」
の
翻
訳
情
況

に
限
定
し
て
分
析
し
、
掲
載
さ
れ
た
邦
字
雑
誌
『
滿
蒙
』
や
「
莊
子
休
」
以
外

の
翻
訳
情
況
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
委
ね
る
こ
と
と
し
た
い
。

二
・
謎
多
き
翻
訳
者
・
近
藤
總
草
に
つ
い
て

　

本
章
で
は
翻
訳
者
で
あ
る
近
藤
總
草
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
先
に
結
論
を
述

べ
て
お
く
と
、
彼
に
つ
い
て
は
殆
ど
判
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
近
藤
が
主
に
活

躍
し
た
舞
台
が
旧
満
洲
国
の
旧
制
学
校
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
種
の
旧

外
地
に
お
け
る
学
校
関
係
資
料
の
大
半
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
各
学
校
の
教
職

員
名
簿
な
ど
基
礎
史
料
と
な
り
う
る
手
掛
か
り
も
殆
ど
現
存
し
て
い
な
い
か
ら

で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
筆
者
は
当
翻
訳
を
発
見
後
、
数
年
間
を
か
け
て
翻
訳
者
に
つ
い

て
資
料
収
集
作
業
を
行
い
、
そ
の
概
要
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
下

そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
〔
写
真
一
〕　
訳
者
で
あ
る
近
藤
總
草
の
事
跡
で
あ
る
が
、
ま
ず
手
掛
か
り
と

な
る
の
は
、
近
藤
總
草
が
作
詞
し
た
奉
天
朝
日
高
等
女
学
校
校
歌
（
橋
本
國
彦

作
曲
）で
あ
る
。
奉
天
朝
日
高
等
女
学
校
校
歌
の
楽
譜（
二
二
×
三
〇
セ
ン
チ
）は
、

筆
者
が
金
沢
市
内
の
古
書
肆
で
発
見
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
楽
譜
裏
に
は
近

藤
總
草
が
作
詞
し
た
校
歌
が
印
刷
さ
れ
て
い
た
。

　

校
歌
が
制
定
さ
れ
た
時
期
は
、
学
校
設
立
の
時
期
と
ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
る
と

想
像
さ
れ
る
が
、
こ
の
奉
天
朝
日
高
等
女
学
校
は
、
一
九
三
五
年
五
月
三
一
日

付
け
『
官
報
』
に
あ
る
關
東
局
告
示
第
三
八
號
に
「
奉
天
朝
日
高
等
女
學
校
ヲ

在
外
指
定
學
校
ト
指
定
」
と
あ
る
。
ま
た
梅
野
正
信
氏
に
よ
る
と
、
奉
天
朝
日
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高
等
女
學
校
校
友
會
雜
誌
『
あ
け
ぼ
の
』（
三
號
、
一
九
三
八
）
に
校
歌
解
説
が
掲

載
︻
十
三
︼
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
恐
ら
く
校
歌
制
定
は
一
九
三
五
年
~
三
八
年
の
時

期
と
思
わ
れ
、
満
洲
国
成
立
（
一
九
三
二
）
以
後
で
あ
る
こ
と
が
こ
こ
か
ら
理
解

出
来
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
近
藤
の
活
躍
時
期
は
校
歌
作
詞
か
ら
絞
り
込
む
こ
と
が
出
来
る

も
の
の
、
奉
天
朝
日
高
等
女
学
校
の
校
歌
を
根
拠
と
し
て
、
近
藤
が
満
洲
国
在
住

の
人
物
で
あ
る
と
ま
で
は
言
え
な
い
。
し
か
し
校
歌
発
見
後
に
、
筆
者
は
近
藤
總

草
が
一
冊
の
書
籍
を
内
地
で
刊
行
し
て
い
た
こ
と
を
発
見
し
、
か
つ
、
そ
の
現
本

を
入
手
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
れ
が
近
藤
總
草
著
『
滿
洲
支
那
傳
説
物
語
』（
越

後
屋
書
房
、
一
九
四
一
）
で
あ
る
。
そ
し
て
本
書
の
「
前
書
き
」
か
ら
彼
の
職
務

内
容
と
、
翻
訳
の
経
緯
を
知
る
事
が
出
来
た
。

　
『
滿
洲
支
那
傳
説
物
語
』
は
稀
覯
本
で
あ
る
。
国
内
の
大
学
で
は
唯
一
東
京
大
学

大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
・
文
学
部
図
書
室
の
み
に
収
蔵
さ
れ
、
国
公
立
図
書

館
に
範
囲
を
広
げ
て
も
国
立
国
会
図
書
館
と
大
阪
府
立
中
央
図
書
館
、
佐
賀
県

立
図
書
館
、
宮
城
県
図
書
館
の
四
図
書
館
、
そ
し
て
海
外
で
は
天
津
図
書
館
日

本
文
庫
に
だ
け
所
蔵
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

　
〔
写
真
二
〕　
神
田
の
古
書
肆
か
ら
入
手
し
た
該
書
奥
付
を
み
る
と
、
發
行
者

（
遠
藤
春
吉　

東
京
市
小
石
川
區
茗
荷
谷
五
六
・
印
刷
者
（
田
中
舜
二　

東
京
市

神
田
區
西
神
田
一
ノ
九
）・
發
給
元
（
日
本
出
版
配
給
株
式
會
社　

東
京
市
神
田

區
淡
路
町
二
ノ
九
）
の
所
在
地
は
何
れ
も
東
京
市
（
当
時
）
に
あ
る
。
し
か
し
、

彼
に
よ
る
前
書
き
を
見
る
と
、
著
者
で
あ
る
近
藤
は
一
貫
し
て
外
地
に
い
た
こ

と
が
判
る
。

　

そ
れ
に
は
、

　
　
　

祖
國
の
少
年
少
女
諸し
ょ

君く
ん
―
―

　
　

 　

滿
洲
が
日に
つ
ぽ
ん本
の
生
命
線
で
あ
り
、
支
那
が
大
和
民
族
へ
の
新
天
地
で
あ

る
こ
と
は
、
今い
ま
さ
ら更
こ
と
新
し
く
申
し
述
べ
る
べ
き
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
最さ
い
き
ん近
愈
々
此
の
認
識
が
母ぼ
こ
く國
に
居
ら
れ
る
皆
さ
ん
の
間
に
深
く
な
つ

て
來
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
嬉う
れ

し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
…
（
中
略
）
…
私

は
こ
の
外
に
尚な
ほ

こ
ち
ら
の
民
間
に
傳
つ
て
ゐ
る
美
し
い
物
語
を
蒐あ
つ

め
て
、

こ
れ
を
皆
さ
ん
に
お
送
り
し
た
い
と
、
か
ね
〴
〵
考か
ん
がへ
て
ゐ
ま
し
た
。
今

私
は
こ
の
希
望
が
こ
ゝ
に
一
卷
の
書
物
に
ま
と
ま
つ
て
、
遙
か
に
母
國
に

居
ら
れ
る
皆み
な

さ
ん
に
送
る
こ
と
が
出で

き來
る
や
う
に
な
つ
た
こ
と
を
心
か
ら

喜
ぶ
と
と
も
に
、
深
く 

光く
わ
う

榮え
い
に
感
じ
て
居
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　

在
滿
支
の
少
年
少
女
諸し
ょ

君く
ん
―
―

　
　

 　

皆
さ
ん
は
遠
く
祖そ

國こ
く
を
離
れ
、
國
防
の
第
一
線
に
あ
つ
て
、
日
毎
々
々
に

緊き
ん
ち
ょ
う張 

し
た
生
活
を
營
ん
で
居
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
…
（
中
略
）
…
皆み
な

さ
ん
が
讀よ

ま
れ
る
多
く
の
本
は
、
又
皆
さ
ん
が
大お
と
な人
の
方か
た

か
ら
聞
か
れ
る

多
く
の
物
語
は
、
遠
く
は
な
れ
た
母
國
、
時
に
は
ま
だ
見
た
こ
と
も
な
い

國
の
お
話は
な
しで
あ
り
ま
す
。
遠
い
母
國
を
こ
れ
等
の
物
語
に
よ
つ
て
、
空そ
ら

の

彼か
な
た方
に
偲し
の
ぶ
こ
と
も
結
構
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
が
そ
れ
と
同ど
う
じ時
に
①
私
ど

も
育
ち
つ
ゝ
あ
る
こ
の
土
地
に
も
美
し
い
物
語
、
面お
も
し
ろ白
い
お
話
が
あ
る
な

ら
ば
、
そ
れ
を
皆み
な

さ
ん
に
知
つ
て
戴
き
た
い
と
思
つ
て
ゐ
ま
し
た
。
か
う

し
た
目
的
で
、
私
は
過く
わ
こ去
十
年
閒
、
或
ひ
は
人
に
聞
い
た
り
、
或
ひ
は
實

際
に
調し
ら

べ
た
り
、
或
ひ
は
外
の
本
で
見
た
り
し
た
物
語
を
、
其
の
折
に
ふ

れ
て
書か

き
綴つ
づ
つ
て
置
き
ま
し
た
。
そ
し
て
其
の
都
度
②
こ
れ
を
國こ
く
ご
け
う
い
く

語
敎
育
・

滿
蒙
・
愛
兒
と
學
校
・
童
心
行
・
協
和
な
ど
の
雜
誌
に
發
表
し
た
り
、
③
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奉ほ
う
て
ん天
放
送
局
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
を
通
じ
て
發は
つ
ぺ
う表
し
た
り
し
て
來
ま
し
た
。

今
そ
れ
等
を
と
り
あ
つ
め
尙
そ
れ
に
未
だ
發は
つ
ぺ
う表
し
て
ゐ
な
い
も
の
を
も
十

數
篇
加
へ
ま
し
て
、
一
卷
と
し
て
こ
れ
を
皆
さ
ん
へ
の
贈
お
く
り
も
の物と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
…
（
中
略
）
…
皆み
な
さ
ん
は
第
一
線
に
立
つ
大
陸
同
胞
の
雄
々

し
い
後
繼
者
で
あ
り
ま
す
。
若も

し
皆み
な

さ
ん
が
、
此
の
一
書
に
よ
つ
て
、
大

陸
の
土
に
鄕
土
と
し
て
の
親
し
み
が
幾い
く
ぶ
ん分
で
も
湧
き
出
ま
し
た
な
ら
ば
、

私
の
喜よ
ろ
こび
は
こ
れ
に
こ
し
た
も
の
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

昭
和
十
六
年
六
月

　
　
　

 

齊
齊
哈
爾
に
て　

著　

者　

識　

す　

と
あ
る
。
傍
線
部
①
に
あ
る
通
り
、
近
藤
は
本
書
刊
行
以
前
か
ら
過
去
一
〇
年

間
の
歳
月
を
か
け
て
現
地
の
伝
説
や
物
語
を
記
録
し
て
い
た
と
あ
り
、
傍
線
部

②
で
は
近
藤
自
身
も
蒐
集
し
た
物
語
を
各
雑
誌
に
発
表
し
て
い
た
と
あ
る
。
彼

が
記
し
た
雑
誌
で
あ
る
が
『
愛
兒
と
學
校
』
の
詳
細
は
不
明
、『
童
心
行
』
は
満

洲
の
同
人
雑
誌
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
現
存
資
料
が
ほ
ぼ
存
在
し
な
い

︻
十
四
︼。『
協
和
』
は
一
九
二
七
年
創
刊
の
滿
鐵
社
員
會
の
機
関
誌
で
あ
り
、
満
洲

各
地
二
万
の
社
員
を
有
す
る
国
策
会
社
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
満
洲
で
は
強
い
影

響
力
を
持
つ
雑
誌
で
あ
る
︻
十
五
︼。
近
藤
は
本
誌
に
お
い
て
少
な
く
と
も
四
篇
の

作
品
を
掲
載
︻
十
六
︼
し
て
お
り
、
近
藤
が
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
（
満
鉄
）
の
社

員
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
〔
写
真
三
〕　
な
お
、
旧
外
地
で
出
版
さ
れ
た
雑
誌
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
く
。

旧
外
地
で
出
版
さ
れ
た
雑
誌
は
概
し
て
保
存
状
態
が
劣
悪
で
あ
り
、
彼
が
前
書

き
で
言
及
し
た
活
動
に
関
す
る
す
べ
て
の
裏
付
け
を
取
る
の
は
現
時
点
で
は
困

難
で
あ
り
、
本
誌
も
若
干
の
先
行
研
究
︻
十
七
︼
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。（
満
洲
国
の

文
化
や
文
学
の
研
究
︻
十
八
︼
に
関
す
る
著
作
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
特
定
の
雑
誌

に
関
す
る
先
行
研
究
は
乏
し
く
、『
華
文
大
阪
毎
日
』と『
文
友
』︻
十
九
︼『
芸
文
』︻
二
十
︼

『
北
辰
』︻
二
十
一
︼『
滿
洲
國
語
』︻
二
十
二
︼『
麒
麟
』︻
二
十
三
︼『
滿
洲
浪
漫
』︻
二
十
四
︼『
北
窗
』︻
二
十
五
︼

な
ど
一
部
の
雑
誌
に
関
す
る
小
規
模
な
考
察
が
散
見
す
る
に
過
ぎ
な
い
）
た
だ

在
京
の
育
英
書
院
か
ら
刊
行
さ
れ
た
国
語
教
育
研
究
会
の
機
関
誌
『
國
語
教
育
』

︻
二
十
六
︼
は
、
現
存
す
る
資
料
が
多
く
、『
國
語
教
育
』（
一
五
卷
七
號
、
一
九
三
〇

年
七
月
）
に
は
、
近
藤
總
草
「
支
那
傳
説　

尽
き
ぬ
泉
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
出
来
た
。
こ
の
『
國
語
教
育
』
の
掲
載
時
期
と
、『
滿
洲
支
那
傳
説

物
語
』
の
前
書
き
か
ら
推
測
す
る
に
、
近
藤
に
よ
る
旧
外
地
で
の
物
語
収
集
は
、

一
九
三
〇
年
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
点
が
一
つ
あ
る
。
近
藤
の
「
支
那
傳
説　

尽
き

ぬ
泉
」
が
『
國
語
教
育
』
誌
上
に
掲
載
さ
れ
た
時
期
は
満
洲
事
変
（
一
九
三
一

年
九
月
）
以
前
で
あ
り
、
彼
は
満
洲
事
変
以
前
か
ら
収
集
作
業
を
行
っ
て
い
た

事
が
こ
こ
か
ら
明
ら
か
と
な
る
。
そ
の
た
め
彼
は
満
洲
国
成
立
以
前
か
ら
日
本

租
借
地
で
あ
っ
た
関
東
州
（
恐
ら
く
は
一
九
〇
六
年
九
月
以
後
の
民
政
移
管
し

た
関
東
都
督
府
も
し
く
は
一
九
一
九
年
四
月
の
関
東
庁
へ
の
改
組
後
の
関
東
州
）

の
時
期
か
ら
現
地
の
学
校
教
育
に
携
わ
り
、
物
語
の
蒐
集
記
録
を
行
っ
て
い
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
近
藤
に
よ
る
前
書
き
に
は
若
干
不
明
点
も
残
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば

近
藤
は
放
送
局
で
自
ら
が
収
集
し
た
物
語
を
発
表
し
た
と
あ
る
。
当
時
満
洲
国

で
は
ラ
ジ
オ
に
よ
る
学
校
放
送
と
満
洲
電
電
（
満
洲
電
信
電
話
株
式
会
社
）
に

よ
る
ラ
ジ
オ
放
送
︻
二
十
七
︼
が
あ
っ
た
が
、
傍
線
部
③
に
「
奉ほ
う
て
ん天
放
送
局
の
マ
イ
ク

ロ
フ
ォ
ン
を
通
じ
て
發は
つ
ぺ
う表
し
た
り
し
て
來
ま
し
た
」
と
あ
る
た
め
、
満
洲
電
電

奉
天
放
送
局
か
ら
満
洲
全
土
に
ラ
ジ
オ
放
送
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
先
行
研
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 〔写真三〕近藤總草「支那小説　盡きぬ泉」（『國語教育』）

" 
七

続

同

語

数

育

文

欝

停支
設那

議

き

山
県
省

o
a何
甫
か
ら
山
県
錦
町
叫
'
伊
飛
っ
て
、
青
島
に

向
ふ
人
は
、

三
時
間
あ
ま
り
?
恨
胞
と
い
ふ
騨
を
泊
る

と
と
に
筑
が
つ
く

σぜ
う
@
消
し
と
の
脱
出
で
下
車

し
・
来
一
線
に
乗
換
へ
て
、
市
の
方
ド
ト
時
間
ほ

E
走
り

ま
す
と
、
と
の
支
線
の
絡
鵬
危
る
博
山
と
い
ふ
町
に
渚

き
ま
す
.

さ
ほ
ど
大
き
い
町
?
と
も
云
は
れ
ま
せ
ん
が
、
硝
子
や

陶
器
削
酬
が
出
来
る
の
と
、
又
附
近
か
ら
は
滞
山
の
石
漢

が
産
出
す
る
の
と
で
有
名
で
あ
り
ま
す
e

と
の
町
の
前
は
賢
い
山
東
平
野
で
、
農
作
物
の
よ
く

み
の
る
畑
が
、
ど
と
ま
で
も
/
¥
遠
く
続
い
て
ゐ
ま
す

が
、
後
は
近
く
一
帯
に
丘
陵
が
遮
っ
て
ゐ
ま
す
。
そ
し

て
此
の
丘
陵
の
方
か
ら
一
一
筋
の
川
が
流
れ
て
来
て
、
此

渉;ミ

泉
近

藤

纏

草

の
町
の
聞
を
縫
ふ
や
う
に
通
り
、
附
近
の
畑
の
作
物
を

諮
び
な
が
ら
、
果
て
は
遠
く
溺
海
に
流
れ
込
ん
で
居
り

ま
す
@
土
地
の
人
は
と
の
川
を
孝
締
河
と
呼
ん
で
ゐ
ま

す
@
誰
で
も
『
孝
綜
河
』
と
い
ふ
此
の
名
を
聞
〈
ほ

E

の
人
は
、
皆
そ
と
に
は
何
か
孝
婦
に
つ
い
て
の
物
語
が

あ
る
の
だ
ら
う
と
想
像
す
る
と
と
で
せ
う
.

骨

轟

轟

今
か
ら
約
千
二
百
年
程
も
前
の
あ
る
迂
の
と
と
で

す
@そ
の
年
は

E
う
し
た
b
け
か
、
毎
日
々
々
ひ
で
り
が

績
い
て
、
少
し
も
雨
が
降
り
ま
せ
ん
・
春
か
ら
一
生
懸

命
に
な
っ
て
、
農
夫
建
が
世
話
を
し
や
っ
と
大
き
く
在

っ
た
畠
の
作
物
も
、
此
の
頃
で
は
す
っ
か
り
元
気
が
怠

F
A
岡ぜ

く
な
っ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
@
丁
度
私
法
が
描
即
日
も
畿
日

も
何
も
食
べ
ゃ
に
ゐ
る
の
と
同
じ
で
す
か
ら
無
理
も
あ

り
ま
せ
ん
.

良
夫
建
は
自
分
の
畠
・
へ
川
て
、
元
気
の
な
く
な
っ
た

作
物
を
眺
め
て
は
、
皆
心
配
し
て
ゐ
ま
す
@

会
寺
や
紳
様
に
は
、
勿
論
み
な
た
願
ひ
し
ま
し
た
@

『
E
う
ぞ
闘
を
降
ら
せ
て
下
さ
い
ま
す
や
う
に
。』

夜
遅
く
た
い
ま
つ
の
火
が
向
ふ
の
山
を
続
い
て
登
っ

て
行
く
の
が
見
え
る
の
も
、
此
の
頃
で
は
毎
晩
の
ゃ
う

で
す
。
天
の
紳
様
に
h
a

願
ひ
す
る
わ
め
に
登
る
時
乞
の

行
列
で
す
・

怒
し
や
は
り

一
誌
の
雨
も
降
っ
て
参
り
ま
せ
ん
。

畠
の
作
物
は
た
う
と
う
航
れ
出
し
ま
し
た
@
一
本
、

二
本
、

一一一
本
:
:
:
枯
れ
て
行
く
散
は
失
策
に
増
し
て
行

き
ま
す
@
此
の
調
子
三
進
む
な
ら
ば
、
今
年
の
秩
は
枇

護
が
全
く
た
く
っ
て
し
ま
ふ
で
あ
ら
う
と
心
配
せ
ゃ
に

は
居
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
・

け
れ
ど
も
た
だ
心
配
す
る
だ
け
で
、
"
と
う
す
る
と
と

も
川
来
ま
せ
ん
@
今
は
井
戸
の
水
さ
へ
紬
れ
て
、
飲
料

水
に
も
不
自
由
す
る
制
刊
に
な
っ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
@

大
人
達
が
毎
日
心
配
し
て
ゐ
ま
す
と
、
そ
の
心
配
は

い
つ
し
か
無
邪
気
な
子
供
述
に
も
よ
く
め
か
る
や
う
に

な
り
ま
し
た
@

タ
や
砂

小
や
砂

あ
L
た
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究
に
よ
る
と
満
洲
電
電
に
よ
る
ラ
ジ
オ
放
送
で
は
児
童
向
け
放
送
が
充
実
し
て

お
り
、
例
え
ば
一
九
三
九
年
で
は
毎
月
平
均
一
〇
回
の
児
童
向
け
番
組
が
放
送

さ
れ
、
そ
の
番
組
制
作
は
「
新
京
、
奉
天
、
ハ
ル
ビ
ン
そ
し
て
大
連
と
い
う
四

つ
の
放
送
局
に
集
中
し
て
い
た
」︻
二
十
八
︼
と
あ
り
、
近
藤
は
奉
天
で
の
番
組
制
作

の
一
環
と
し
て
彼
の
採
話
が
紹
介
さ
れ
た
と
推
定
で
き
る
が
、
そ
の
放
送
番
組

に
関
す
る
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　

ま
た
も
う
一
つ
の
疑
問
が
、雑
誌
『
滿
蒙
』
所
収
作
品
に
関
す
る
疑
問
で
あ
る
。

傍
線
部
②
で
近
藤
は
雑
誌
『
滿
蒙
』
に
発
表
し
、
そ
れ
ら
の
作
品
を
本
著
に
収

録
し
た
と
あ
る
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
『
滿
蒙
』
に
は
、

　
　

①
近
藤
總
草
「
莊
子
と
そ
の
妻
」（『
滿
蒙
』
一
一
年
五
號
、
一
九
三
〇
）

　
　

②
近
藤
總
草
「
因
果
は
め
ぐ
る
」（『
滿
蒙
』
一
一
年
六
號
、
一
九
三
〇
）

　
　

③
近
藤
總
草
「
煉
炭
美
人
局
」（『
滿
蒙
』
一
一
年
七
號
、
一
九
三
〇
）

　
　

④
近
藤
總
草
「
あ
る
殺
人
事
件
」（『
滿
蒙
』
一
一
年
一
一
號
、
一
九
三
〇
）

の
四
作
品
が
確
認
出
来
た
。
し
か
し
な
ぜ
か
彼
の
著
作
『
滿
洲
支
那
傳
説
物
語
』

に
は
『
滿
蒙
』
掲
載
の
作
品
が
何
れ
も
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
彼
の
前
書
き
に

よ
る
説
明
と
相
矛
盾
す
る
。
こ
れ
は
前
掲
し
た
近
藤
の
前
書
き
の
傍
線
部
①
に

あ
る
「
私
ど
も
育
ち
つ
ゝ
あ
る
こ
の
土
地
に
も
美
し
い
物
語
、
面お
も
し
ろ白
い
お
話
が

あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
皆み
な

さ
ん
に
知
つ
て
戴
き
た
い
」
と
い
う
主
旨
か
ら
、
収

録
作
品
は
満
洲
で
取
材
し
た
も
の
を
優
先
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
︻
二
十
九
︼。

　

ま
た
『
滿
洲
支
那
傳
説
物
語
』
が
児
童
向
け
に
編
纂
さ
れ
た
書
籍
で
あ
る
一

方
、『
滿
蒙
』
掲
載
の
四
作
品
（
①
『
警
世
通
言
』
卷
二
、
②
『
古
今
小
説
』
卷

二
七
、③『
初
刻
拍
案
驚
奇
』卷
一
八
、④『
初
刻
拍
案
驚
奇
』卷
一
一
）は
、「
三
言
」

及
び
明
代
短
篇
白
話
小
説
集
で
凌
濛
初
編
『
初
刻
拍
案
驚
奇
』
の
翻
訳
で
あ
り
、

か
つ
そ
の
作
品
内
容
が
児
童
向
け
の
書
籍
に
は
相
応
し
く
な
か
っ
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
翻
訳
者
の
近
藤
總
草
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で
に
判
明
し
た
内
容
を
紹

介
し
た
。『
滿
洲
支
那
傳
説
物
語
』
の
前
書
き
に
も
見
え
る
通
り
、
彼
は
関
東
州

や
満
洲
国
の
旧
制
女
学
校
の
教
員
で
あ
り
、
旧
外
地
に
あ
る
各
地
の
学
校
に
赴

任
し
た
関
係
か
ら
、
長
年
現
地
の
物
語
の
収
集
を
行
う
こ
と
が
出
来
た
と
推
測

で
き
る
。
そ
し
て
「
莊
子
休
」
の
翻
訳
も
、こ
れ
ら
収
集
作
業
の
一
環
と
し
て
「
三

言
」
所
収
篇
が
近
藤
の
目
に
と
ま
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
詳
細

は
未
解
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
今
後
の
継
続
的
研
究
に
よ
っ
て
新
た
な
発
見
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
後
日
別
稿
で
紹
介
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
旧
外
地
に
赴
任
し
た
一
教
員
に
よ
る
翻
訳
は
、
い
か
な
る

も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
詳
細
を
分
析
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

二
　
近
藤
總
草
に
よ
る
翻
訳
「
荘
子
と
そ
の
妻
」
に
つ
い
て

　

近
藤
が
翻
訳
し
た
「
莊
子
休
鼓
盆
成
大
道
」
は
、
明
代
短
篇
白
話
小
説
の
中

で
も
特
異
な
作
品
で
あ
る
。
そ
の
特
異
性
は
何
か
と
い
う
と
、
作
品
形
式
と
場

面
設
定
の
二
点
か
ら
で
あ
る
。

　
「
三
言
」
所
収
篇
の
一
般
的
な
形
式
は
、「
入
話
（rùhuà

）」
と
い
う
作
品
本
題

と
関
連
し
た
小
話
と
、
作
品
の
本
題
と
な
る
「
正
文
（zhèngw

én

）」
と
い
う
二

段
構
成
が
一
般
的
︻
三
十
︼
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
作
品
で
は
「
入
話
」
は
備
え
ら

れ
て
お
ら
ず
、「
正
文
」
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
珍
し
い
ス
タ
イ
ル
を

取
っ
て
い
る
。
ま
た
作
品
の
場
面
設
定
も
特
異
で
あ
る
。
そ
の
あ
ら
す
じ
は
次
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の
通
り
で
あ
る
。

　
　

 　

荘
子
が
道
で
新
し
い
墳
を
扇
い
で
い
る
婦
人
を
見
つ
け
、
わ
け
を
問
う

と
、
亡
夫
が
墳
の
土
が
乾
い
た
ら
再
嫁
し
て
も
よ
い
と
遺
言
し
た
か
ら
、
と

い
う
。
荘
子
が
道
術
で
乾
か
し
て
や
る
と
、
婦
人
は
礼
を
言
い
、
欣
然
と

し
て
立
ち
去
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
家
に
帰
っ
て
妻
の
田
氏
に
話
す
と
、
田

氏
は
そ
の
婦
人
の
薄
情
を
責
め
た
。
荘
子
が
、
自
分
が
死
ね
ば
田
氏
と
て

同
じ
だ
ろ
う
と
言
う
と
、
田
氏
は
怒
っ
て
否
定
し
た
。
そ
の
後
、
ま
も
な

く
荘
子
は
病
死
し
た
。
そ
の
七
日
目
に
楚
の
王
孫
と
称
す
る
美
青
年
が
荘

子
を
訪
ね
て
来
た
が
、
荘
子
に
会
え
ぬ
ま
ま
、
家
に
逗
留
し
た
。
田
氏
は

青
年
の
美
貌
に
惹
か
れ
、
夫
に
迎
え
る
こ
と
に
し
、
式
を
挙
げ
床
入
り
し

た
と
き
、
王
孫
が
急
病
に
か
か
っ
た
。
救
う
道
は
、
生
人
か
死
後
四
十
九

日
以
内
の
人
間
の
脳
み
そ
だ
け
と
知
る
と
、
田
氏
は
死
後
二
十
日
余
り
の

荘
子
の
棺
を
叩
き
破
っ
た
。
中
か
ら
荘
子
が
起
き
上
が
っ
て
出
て
き
た
。

王
孫
は
消
え
て
い
た
。
す
べ
て
荘
子
の
分
身
隠
形
の
法
の
な
せ
る
わ
ざ
で

あ
っ
た
。
田
氏
は
自
縊
し
て
果
て
た
。
荘
子
は
結
婚
の
宴
席
の
残
り
の
酒

を
飲
み
、
瓦
盆
を
打
っ
て
田
氏
の
あ
さ
は
か
な
言
行
を
歌
っ
た
。︻
三
十
一
︼

こ
の
よ
う
に
本
作
品
は
荘
子
が
活
躍
し
た
戦
国
時
代
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。「
三

言
」
所
収
篇
で
は
通
常
、
宋
元
代
や
明
代
の
作
品
と
し
て
設
定
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
が
、
そ
の
話
柄
は
『
莊
子
』
逍
遙
遊
第
一
、
及
び
同
書
至
楽
第
一
八
所
収

の
「
田
氏
扇
墳
」
と
「
楚
王
孫
来
用
」
の
故
事
か
ら
取
材
し
、
小
説
化
さ
れ
た

作
品
で
あ
る
た
め
、
当
初
か
ら
古
代
を
前
提
に
し
た
時
代
設
定
で
あ
る
こ
と
が

判
る
。
た
だ
戦
国
時
代
当
時
の
古
文
（
文
言
）
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
と
読
解

に
支
障
を
来
す
。
そ
の
た
め
本
作
品
で
は
古
代
の
風
格
を
残
す
べ
く
文
言
体
的

な
表
現
を
残
し
な
が
ら
も
、
通
俗
小
説
の
読
者
の
理
解
に
資
す
る
べ
く
白
話
的

表
現
や
白
話
語
彙
も
盛
り
込
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
莊
子
休
」
は
、
一
つ

の
作
品
の
中
に
文
言
と
白
話
が
混
在
し
て
お
り
、
翻
訳
の
際
に
は
白
話
の
み
な

ら
ず
文
言
の
知
識
が
必
要
で
あ
り
、
双
方
の
語
学
的
知
識
が
な
け
れ
ば
翻
訳
が

難
し
い
作
品
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
本
作
の
原
文
と
「
莊
子
休
」
の
定
訳
で
あ
る
駒
田
信
二
訳

（
一
九
七
〇
）︻
三
十
二
︼
を
掲
げ
た
上
で
、
近
藤
訳
の
翻
訳
状
況
に
つ
い
て
確
認
し

た
い
。

　

な
お
原
文
の
傍
線
に
あ
る
点
線
は
、
近
藤
訳
で
省
略
さ
れ
た
箇
所
で
あ
り
、

近
藤
訳
の
傍
線
に
あ
る
点
線
は
、
原
文
に
は
な
い
翻
訳
者
に
よ
る
加
筆
を
意
味

す
る
。
な
お
波
線
は
翻
訳
の
際
に
改
変
が
認
め
ら
れ
る
箇
所
を
示
し
て
い
る
（
以

下
同
じ
）。

　

ま
ず
作
品
冒
頭
に
あ
る
主
人
公
の
説
明
の
箇
所
で
あ
る
が
、

　
　

 　

話
說
周
末
時
、
有
一
高
賢
、
姓
莊
、
名
周
、
字
子
休
、
宋
國
蒙
邑
人
也
。

曾
仕
周
爲
漆
園
吏
。（
１
）
師
事
一
個
大
聖
人
、
是
道
教
之
祖
、
姓
李
名
耳
、

字
伯
陽
。
伯
陽
生
而
白
髮
、
人
都
呼
爲
老
子
。

　
　

 　

莊
生
常
晝
寢
、
夢
爲
蝴
蝶
、
栩
栩
然
於
園
林
花
草
之
間
、
其
意
甚
適
。

醒
來
時
、
尚
覺
臂
膊
如
兩
翅
飛
動
、
心
甚
異
之
、
以
後
不
時
有
此
夢
。（
２
）

莊
生
一
日
在
老
子
座
間
講『
易
』之
暇
、將
此
夢
訴
之
於
師
。
師
是
個
大
聖
人
、

曉
得
三
生
來
歷
、
向
莊
生
指
出
夙
世
因
由
、
那
莊
生
原
是
混
沌
初
分
時
一

個
白
蝴
蝶
。
天
一
生
水
、
二
生
木
、
木
榮
花
茂
。
那
白
蝴
蝶
採
百
花
之
精
、

奪
日
月
之
秀
、
得
了
氣
候
、
長
生
不
死
、
翅
如
車
輪
。
後
游
於
瑤
池
、
偷
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採
蟠
桃
花
蕊
、
被
王
母
娘
娘
位
下
守
花
的
青
鸞
啄
死
。
其
神
不
散
、
托
生

於
世
、
做
了
莊
周
。
因
他
根
器
不
凡
、
道
心
堅
固
、
師
事
老
子
、
學
清
淨

無
爲
之
教
。
今
日
被
老
子
點
破
了
前
生
、如
夢
初
醒
。（
３
）自
覺
兩
腋
風
生
、

有
栩
栩
然
蝴
蝶
之
意
。
把
世
情
榮
枯
得
喪
、
看
做
行
雲
流
水
、
一
絲
不
掛
。

老
子
知
他
心
下
大
悟
、
把
︽
道
德
︾
五
千
字
的
秘
訣
、
傾
囊
而
授
。
莊
生

默
默
誦
習
脩
煉
、遂
能
分
身
隱
形
、出
神
變
化
。
從
此
棄
了
漆
園
吏
的
前
程
、

辭
別
老
子
、
周
游
訪
道
。
他
雖
宗
清
淨
之
教
、
原
不
絕
夫
婦
之
倫
、
一
連

娶
過
三
遍
妻
房
。
第
一
妻
、
得
疾
夭
亡
。
第
二
妻
、
有
過
被
出
。
如
今
說

的
是
第
三
妻
、
姓
田
、
乃
田
齊
族
中
之
女
。

　
　

 　
（
さ
て
周
の
末
ご
ろ
、
姓
は
荘
、
名
は
周
、
字
は
子
休
と
い
う
、
世
俗
を
超
越
し
た
賢

人
が
い
た
。
宋
の
国
の
蒙
（
河
南
省
商
邱
付
近
）
の
地
の
人
で
あ
る
。
周
の
王
室
に
仕
え

て
漆
園
の
小
役
人
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
、（
１
）
一
人
の
偉
大
な
人
に
師
事
し

た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
人
は
道
教
の
始
祖
で
、
姓
は
李
、
名
は
耳
、
字
は
伯
陽
と
い
う
。

伯
陽
は
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
白
髪
だ
っ
た
の
で
、
人
々
は
み
な
「
老
子
」
と
呼
ん
だ
。

　
　

 　

荘
生
は
あ
る
と
き
昼
寝
を
し
て
、
夢
の
中
で
蝴
蝶
に
な
り
、
ひ
ら
ひ
ら
と
木
や
草
花
の

あ
い
だ
を
飛
び
ま
わ
っ
て
、
ま
こ
と
に
た
の
し
か
っ
た
。
眼
が
さ
め
て
か
ら
も
腕
が
羽
の

よ
う
に
動
い
て
い
る
気
が
し
て
、
不
思
議
な
こ
と
だ
と
思
っ
た
が
、
そ
れ
か
ら
は
い
つ
も

同
じ
夢
を
見
た
。

　
　

 　
（
２
）
荘
生
は
あ
る
日
、
老
子
の
と
こ
ろ
で
「
易
」
の
講
義
を
受
け
た
あ
と
で
、
こ
の
夢

の
こ
と
を
師
に
話
し
た
。
老
子
は
偉
大
な
聖
人
で
、
三
生
（
過
去
・
現
在
・
未
来
）
の
来

歴
を
知
っ
て
い
る
の
で
、
荘
生
に
彼
の
前
世
の
因
縁
を
説
き
あ
か
し
た
。
す
な
わ
ち
、
荘

生
と
い
う
男
は
天
地
開
闢
の
は
じ
め
に
は
一
匹
の
白
い
蝴
蝶
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
や
が
て

天
か
ら
水
が
生
じ
、
水
が
木
を
生
じ
て
、
木
が
繁
り
花
が
咲
く
と
、
そ
の
白
い
蝴
蝶
は
百

花
の
精
を
吸
い
、
日
月
の
恵
み
を
受
け
、
気
象
を
身
に
つ
け
て
不
老
不
死
と
な
り
、
羽
は

車
輪
の
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
瑤
池
（
神
仙
の
住
む
地
）
へ
行
っ
て
蟠
桃
の
蕊
を
盗

ん
だ
た
め
、
王
母
娘
娘
さ
ま
（
西
王
母
）
の
花
の
番
人
の
青
鸞
に
つ
つ
き
殺
さ
れ
た
が
、

そ
の
魂
は
消
え
ず
、
こ
の
世
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
荘
周
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。
非
凡
な
生

ま
れ
な
の
で
、
道
を
求
め
る
心
が
堅
く
、
老
子
に
師
事
し
て
清
浄
無
為
の
教
え
を
学
ん
で

い
た
の
だ
が
、
今
老
子
に
前
世
の
こ
と
を
説
き
聞
か
さ
れ
て
夢
か
ら
さ
め
た
思
い
が
し
、

（
３
）
両
腋
に
風
の
お
こ
る
の
を
覚
え
て
、
ひ
ら
ひ
ら
と
飛
び
ま
わ
る
蝴
蝶
の
よ
う
な
心
地

に
な
り
、
こ
の
世
の
栄
枯
や
得
失
を
、
雲
や
水
の
よ
う
に
見
な
し
て
い
さ
さ
か
も
心
に
か

け
な
く
な
っ
た
。

　
　

 　

老
子
は
彼
が
悟
り
を
開
い
た
こ
と
を
知
っ
て
、『
道
徳
経
』
五
千
言
の
奥
義
を
あ
ま
す

と
こ
ろ
な
く
教
え
授
け
た
。
荘
生
は
黙
々
と
習
い
修
め
て
、
つ
い
に
分
身
隠
形
（
姿
を
消

し
て
幾
人
も
の
者
に
身
を
か
え
る
術
）、
変
幻
自
在
の
法
を
会
得
す
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
か

ら
は
漆
園
の
役
人
と
し
て
の
前
途
を
捨
て
、
老
子
に
別
れ
を
告
げ
て
、
道
を
求
め
て
各
地

を
め
ぐ
り
歩
い
た
。
彼
は
清
浄
の
教
え
を
旨
と
は
し
た
が
、
夫
婦
の
道
は
絶
つ
こ
と
な
く
、

つ
づ
け
て
三
度
妻
を
娶
っ
た
。
最
初
の
妻
は
病
気
で
早
死
に
し
、
二
度
目
の
妻
は
あ
や
ま

ち
を
し
て
出
さ
れ
た
。
今
か
ら
お
話
し
す
る
の
は
三
番
目
の
妻
で
、
姓
は
田
と
い
い
、
田

斉
（
斉
王
の
田
氏
）
の
一
族
の
娘
で
あ
る
）︻
三
十
三
︼

こ
の
箇
所
を
近
藤
は
こ
の
よ
う
に
翻
訳
し
て
い
る
。

　
　

 　

周
末
の
頃
、
宋
の
國
は
蒙
邑
の
人
で
、
姓
を
莊
、
名
を
周
、
字
を
子
休

と
い
ふ
一
人
の
賢
人
が
あ
つ
た
。
―
―
こ
れ
こ
そ
後
の
莊
子
で
あ
る
が
、

は
じ
め
は
周
に
仕
へ
て
漆
園
の
小
役
人
と
な
つ
た
。
そ
の
後
、（
１
）
生
れ

な
が
ら
に
し
て
白
髪
で
あ
る
た
め
に
人
か
ら
老
子
と
呼
ば
れ
た
者
に
師
事

し
た
。

　
　

 　

莊
子
は
晝
寢
を
す
る
と
、
い
つ
も
胡
蝶
と
な
つ
て
、
園
林
草
花
の
間
を

ひ
ら
ひ
ら
遊
び
廻
る
の
を
夢
見
た
。（
２
）
一
日
此
夢
を
彼
の
師
老
子
に
話
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す
と
、
老
子
は
道
教
の
主
と
崇
め
ら
れ
る
だ
け
あ
つ
て
賢
人
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
三
生
の
來
歷
を
曉
る
こ
と
が
出
來
た
の
で
、
莊
子
に
向
つ
て
云
つ
た
。

　
　

 　

 

『
君
は
も
と
天
地
開
闢
の
時
、
一
つ
の
白
い
胡
蝶
で
あ
つ
た
が
百
花
の
精

を
採
り
、
日
月
の
秀
を
奪
ひ
、
陰
陽
の
氣
を
う
け
て
、
長
生
不
老
、
翅
は

車
輪
の
如
く
大
で
あ
つ
た
け
れ
ど
も
、
天
上
の
瑤
池
に
遊
ん
で
、
蟠も

も桃
の

花
蕊
を
偸
み
採
り
、
西
王
母
の
家
來
で
花
番
で
あ
る
靑
鸞
の
た
め
に
食
は

れ
て
し
ま
つ
た
の
で
、
生
を
こ
の
世
に
托
し
て
ゐ
る
者
で
あ
る
。』 

　
　

 　

莊
子
は
老
子
か
ら
そ
の
前
身
を
教
へ
ら
れ
る
と
、
夢
か
ら
醒
め
た
樣
な

心
地
が
し
、（
３
）
そ
の
後
一
意
修
業
を
積
ん
で
、
す
つ
か
り
悟さ
と
り
を
ひ
ら

き
、
老
子
か
ら
道
德
經
五
千
字
の
秘
訣
を
盡
く
受
け
ら
れ
た
。
荘
子
は
益
々

勉
强
し
て
道
德
經
五
千
字
を
全
部
暗
誦
し
、
遂
に
分
身
忍
術
、
出
身
變
化

の
法
を
會
得
し
た
。
彼
は
か
う
し
て
清
淨
な
教
を
奉
じ
て
は
ゐ
る
も
の
の
、

夫
婦
の
倫
は
絶
つ
こ
と
が
出
來
ず
し
て
、
妻
を
換
へ
る
こ
と
三
囘
に
ま
で

及
ん
だ
。
最
初
の
妻
は
病
死
し
、
次
の
は
過
失
が
あ
つ
た
の
で
離
縁
し
、

三
度
目
に
娶
つ
た
の
が
今
の
妻
、
田
氏
で
あ
る
。︻
三
十
四
︼

　

近
藤
訳
全
体
に
関
す
る
傾
向
で
あ
る
が
、
翻
訳
の
際
に
原
文
内
容
の
若
干
の

要
約
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
出
来
る
。

　

例
え
ば
駒
田
信
二
に
よ
る
「
莊
子
休
」
の
翻
訳
（
全
訳
）
で
は
一
五
〇
六
六

字
の
文
字
数
が
あ
る
が
、『
滿
蒙
』
の
誌
面
に
掲
載
さ
れ
た
近
藤
の
翻
訳
は

七
六
五
〇
字
に
過
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
平
凡
社
の
訳
文
の
五
〇
・
八
％
の
文
字
数
に

過
ぎ
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。『
滿
蒙
』
は
満
鉄
の
機
関
誌
で
あ
り
、
商
業
誌

で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
地
味
な
明
代
白
話
小
説
の
翻
訳
が
掲
載
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
で
も
誌
面
の
都
合
か
ら
頁
数
の
制
約
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
は
学
術
的
な
翻
訳
と
は
異
な
る
民
間
翻
訳
の
事
情
の
一
つ
で
あ
り
、
本
稿

で
も
こ
れ
ら
の
事
情
は
留
意
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
情
で
近
藤
訳
で
は
一
部
の
原
文
が
省
略
さ
れ
翻
訳
さ
れ
て
い

る
が
、
近
藤
訳
の
場
合
こ
の
省
略
の
方
法
が
、
他
の
翻
訳
と
大
き
く
異
な
る
。

　

翻
訳
の
際
、
そ
の
省
略
方
法
に
は
大
き
く
二
つ
が
存
在
す
る
。
そ
の
第
一
は

特
定
の
段
落
や
場
面
を
丸
ご
と
省
略
す
る
方
法
、
そ
し
て
第
二
の
方
法
に
は
、

原
文
の
中
か
ら
文
脈
に
影
響
を
与
え
な
い
箇
所
や
、
冗
長
と
思
わ
れ
る
表
現
を

探
し
出
し
一
つ
一
つ
削
除
し
て
ゆ
く
と
い
う
方
法
で
あ
り
、
そ
の
手
間
は
後
者

が
遙
か
に
多
い
。

　

そ
の
た
め
か
「
三
言
」
所
収
篇
の
民
間
翻
訳
の
他
の
事
例
を
見
る
と
、
省
略

方
法
は
前
者
を
選
択
し
た
事
例
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
近
藤
も
作
品
の
冒
頭
に
あ

る
挿
入
詩
の
箇
所
を
割
愛
し
て
お
り
、
こ
れ
は
彼
の
翻
訳
に
も
確
認
出
来
る
が
、

近
藤
訳
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
近
藤
訳
の
場
合
に
は
、
段
落
を
一
括
割
し
て

愛
す
る
よ
り
も
、
大
き
な
手
間
が
か
か
る
後
者
の
省
略
方
法
を
入
念
に
行
っ
て

い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

⑴
　
近
藤
訳
に
お
け
る
翻
訳
省
略
の
特
徴

　

近
藤
に
よ
る
省
略
情
況
の
一
例
を
右
の
網
掛
部
（
１
）
か
ら
紹
介
し
た
い
。

該
当
箇
所
は
荘
子
が
師
事
し
た
老
子
の
紹
介
場
面
で
あ
る
が
、
老
子
は
本
作
品

に
於
い
て
重
要
な
登
場
人
物
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
近
藤
訳
で
は
老
子
の
紹
介

に
関
す
る
部
分
の
大
半
を
省
略
し
、
最
小
限
に
と
ど
め
こ
と
が
看
取
で
き
る
。

原
文
に
は
「
①
師
事
一
個
大
聖
人
、
②
是
道
教
之
祖
、
③
姓
李
名
耳
、
④
字
伯

陽
。
⑤
伯
陽
生
而
白
髮
、
人
都
呼
爲
老
子
」
と
あ
り
、
老
子
に
関
係
す
る
情
報
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と
し
て
①
荘
子
は
老
子
に
師
事
し
た
こ
と
。
②
老
子
は
道
教
の
始
祖
で
あ
る
こ

と
。
③
姓
は
「
李
」
で
名
は
「
耳
」
で
あ
る
こ
と
、④
字
（
あ
ざ
な
）
は
「
伯
陽
」

で
あ
る
こ
と
。
⑤
伯
陽
は
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
白
髪
だ
っ
た
の
で
人
々
は
み
な

「
老
子
」
と
呼
ん
だ
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
作
品
の
ス
ト
ー
リ
ー
上
、

老
子
の
字あ
ざ
なや
本
名
と
い
う
情
報
は
さ
し
て
重
要
な
意
味
を
持
た
な
い
。
そ
の
た

め
近
藤
は
「
生
れ
な
が
ら
に
し
て
白
髪
で
あ
る
た
め
に
人
か
ら
老
子
と
呼
ば
れ

た
者
に
師
事
し
た
」
と
、
原
文
に
あ
る
情
報
の
中
か
ら
①
⑤
の
み
を
選
び
出
し
、

更
に
原
文
が
二
文
構
成
と
な
っ
て
い
る
原
文
を
、
翻
訳
で
は
一
文
に
統
合
し
て

い
る
。

　

も
う
一
つ
、
よ
り
広
い
範
囲
で
の
近
藤
訳
で
の
情
況
を
確
認
し
た
い
。
網
掛

部
（
２
）
に
あ
る
「
①
莊
生
一
日
在
老
子
座
間
講
『
易
』
之
暇
、
②
將
此
夢
訴

之
於
師
。
③
師
是
個
大
聖
人
、
曉
得
三
生
來
歷
、
④
向
莊
生
指
出
夙
世
因
由
、

那
❺
莊
生
原
是
混
沌
初
分
時
一
個
白
蝴
蝶
。
❻
天
一
生
水
、
二
生
木
、
木
榮
花

茂
。
那
白
蝴
蝶
採
百
花
之
精
、
❼
奪
日
月
之
秀
、
得
了
氣
候
、
長
生
不
死
、
翅

如
車
輪
。
❽
後
游
於
瑤
池
、
偷
採
蟠
桃
花
蕊
、
被
王
母
娘
娘
位
下
守
花
的
青
鸞

啄
死
。
❾
其
神
不
散
、
托
生
於
世
、
做
了
莊
周
。」
の
箇
所
は
、
こ
の
よ
う
な
プ

ロ
ッ
ト
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
①
荘
生
は
老
子
の
も
と
で
「
易
」
の
講
義
を
受

け
た
。
②
荘
生
は
講
義
後
に
自
分
が
見
た
夢
を
師
に
話
し
た
。
③
老
子
は
過
去
・

現
在
・
未
来
の
来
歴
を
知
っ
て
い
た
。
④
そ
の
た
め
老
子
は
、
荘
生
に
彼
の
前

世
の
因
縁
を
説
き
明
か
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
老
子
の
解
説
に
移

る
が
、
こ
れ
は
間
接
話
法
で
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
❺
荘
生
は
原
初
一

匹
の
白
い
蝴
蝶
で
あ
っ
た
。
❻
天
か
ら
水
が
、
水
か
ら
木
が
生
じ
、
木
は
繁
り

花
が
咲
く
と
、
蝴
蝶
は
百
花
の
精
を
吸
っ
た
。
❼
日
月
の
恵
み
を
受
け
、
気
を

会
得
し
た
胡
蝶
は
不
老
不
死
と
な
り
、羽
は
車
輪
の
よ
う
に
な
っ
た
。
❽
そ
の
後
、

瑤
池
へ
行
っ
て
蟠
桃
の
蕊
を
盗
ん
だ
た
め
、
王
母
娘
娘
の
花
の
番
人
の
青
鸞
に

殺
さ
れ
た
。
❾
そ
の
魂
が
生
ま
れ
変
わ
っ
て
荘
周
に
な
っ
た
。
と
い
う
荘
子
の

出
生
譚
を
、
老
子
の
口
を
借
り
て
詳
述
し
て
い
る
。

　

こ
の
出
生
譚
は
「
莊
子
休
」
の
作
品
後
半
で
語
ら
れ
る
死
亡
し
た
荘
子
が
蘇

る
、
と
い
う
超
自
然
的
な
現
象
の
伏
線
と
し
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、
ス
ト
ー
リ
ー

の
上
で
は
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
伏
線
は
原
文
ほ
ど
大
が
か
り

な
説
明
を
行
う
必
要
は
な
い
。
そ
の
た
め
近
藤
は
、

　
　

 　

②
一
日
此
夢
を
彼
の
師
老
子
に
話
す
と
、
③
老
子
は
道
教
の
主
と
崇
め

ら
れ
る
だ
け
あ
つ
て
賢
人
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
三
生
の
來
歷
を
曉
る
こ
と

が
出
來
た
の
で
、
莊
子
に
向
つ
て
云
つ
た
。

　
　

 　
『
❺
君
は
も
と
天
地
開
闢
の
時
、
一
つ
の
白
い
胡
蝶
で
あ
つ
た
が
❻
百
花

の
精
を
採
り
、
❼
日
月
の
秀
を
奪
ひ
、
陰
陽
の
氣
を
う
け
て
、
長
生
不
老
、

翅
は
車
輪
の
如
く
大
で
あ
つ
た
け
れ
ど
も
、
❽
天
上
の
瑤
池
に
遊
ん
で
、

蟠
桃
の
花
蕊
を
偸
み
採
り
、
西
王
母
の
家
來
で
花
番
で
あ
る
青
鸞
の
た
め

に
食
は
れ
て
し
ま
つ
た
の
で
、
❾
生
を
こ
の
世
に
托
し
て
ゐ
る
者
で
あ
る
。』

と
プ
ロ
ッ
ト
を
維
持
し
な
が
ら
も
、
物
語
の
進
行
上
不
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
を

逐
次
削
除
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
❺
~
❾
に
わ
た
る
老
子
の
発
言
を
そ
の
ま
ま
直
接
話
法
に
変
更
し
、
文

脈
上
の
明
瞭
化
を
図
っ
て
い
る
ほ
か
、
①
に
あ
る
老
子
と
荘
子
の
会
話
が
行
わ

れ
る
時
間
と
舞
台
設
定
と
、
④
に
あ
る
荘
生
に
彼
の
前
世
の
因
縁
を
説
き
明
か

す
件く

だ
りは
、傍
線
部
③
と
内
容
が
重
複
す
る
た
め
省
略
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、

例
え
ば
傍
線
部
❻
で
は
「
天
か
ら
水
が
、
水
か
ら
木
が
生
じ
、
木
が
繁
り
、
花
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が
咲
く
と
、蝴
蝶
は
百
花
の
精
を
吸
っ
た
」
と
い
う
箇
所
も
「
百
花
の
精
を
採
り
」

と
単
純
化
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
物
語
進
行
上
の
重
要
性
に
則
っ
て
要
不
要

を
選
別
し
、
必
要
最
小
限
の
情
報
に
絞
り
込
み
が
随
所
で
行
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
手
法
で
あ
る
が
、
削
除
す
る
部
分
の
内
容
も
十
分
理
解
し
て
い
な
い

3

3

3

3

3

3

3

と
取
捨

選
択
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
種
の
省
略
は
高
度
な
原
文
の
理
解

力
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
近
藤
訳
の
特
徴
と
し
て
、
翻
訳
者
で
あ
る
近
藤
の
学
識
の
高
さ
が
随
所

で
窺
え
る
。
例
え
ば
傍
線
部
❼
の
波
線
部
分
を
紹
介
し
た
い
。
原
文
の
「
得
了

氣
候
（qìhòu

）」
で
あ
る
が
「
氣
候
」
は
①
気
候
、
②
時
節
、
③
動
向
・
情
勢
、

④
局
面
、⑤
景
気
等
の
意
味
が
あ
り
、こ
こ
で
は
「
不
成
氣
候
」
に
類
す
る
「
氣
候
」

で
あ
り
、「
天
地
の
気
を
得
る
」
と
い
う
気
の
効
験
を
意
味
す
る
。
こ
の
「
氣
候
」

は
日
本
で
馴
染
み
の
薄
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
あ
り
、
定
訳
の
駒
田
信
二
訳
で
も
「
気

象
を
身
に
つ
け
て
」
と
意
味
が
不
明
確
で
あ
る
が
、
近
藤
訳
で
は
「
陰
陽
の
氣

を
う
け
て
」
と
、
よ
り
読
者
に
判
り
や
す
く
翻
訳
し
て
い
る
。

　

ま
た
近
藤
の
翻
訳
で
は
、
原
文
箇
所
の
割
愛
の
他
に
内
容
的
要
約
も
見
ら
れ

る
。
例
え
ば
網
掛
部
（
３
）「
自
覺
兩
腋
風
生
、
有
栩
栩
然
蝴
蝶
之
意
。
把
世
情

榮
枯
得
喪
、
看
做
行
雲
流
水
、
一
絲
不
掛
」
は
、
荘
子
が
悟
り
を
開
く
場
面
で

あ
る
が
、
原
義
で
は
、
荘
子
は
両
腋
に
風
の
起
こ
る
の
を
感
じ
、
ひ
ら
ひ
ら
と

飛
び
ま
わ
る
蝴
蝶
の
よ
う
な
心
地
に
な
っ
た
。
そ
し
て
現
世
の
栄
枯
得
失
を
、

雲
や
水
の
よ
う
に
見
な
し
、
少
し
も
心
に
か
け
な
く
な
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ

る
。
こ
こ
で
近
藤
は
「
そ
の
後
一
意
修
業
を
積
ん
で
、
す
つ
か
り
悟
を
ひ
ら
き
」

と
し
て
い
る
。
原
文
に
は
荘
子
が
修
行
し
た
経
緯
は
一
切
述
べ
ら
れ
て
い
な
い

の
で
内
容
の
飛
躍
を
免
れ
な
い
が
、（
荘
子
が
）
現
世
の
栄
枯
得
失
を
、
雲
や
水

の
よ
う
に
見
な
し
、
少
し
も
心
に
か
け
な
く
な
っ
た
状
態
に
至
る
様
子
を
「
悟

り
を
ひ
ら
き
」
と
的
確
に
約
言
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
要
約
で
も
原
文
の
内
容
を
充
分
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
近
藤
の
翻
訳
で
の
省
略
と
要
約
の
過
程
で
は
、
原
文
の
正
確
な
把
握

が
必
須
と
な
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
近
藤
訳
は
極
め
て
正
確
に
原
文
の
内
容
を

理
解
し
て
お
り
、
語
釈
上
で
問
題
に
な
る
箇
所
や
誤
訳
が
、
他
の
同
時
期
の
翻

訳
―
―
例
え
ば
佐
藤
春
夫
訳
（
一
九
二
二
）︻
三
十
五
︼、
鈴
木
真
海
訳
（
一
九
二
五
）

︻
三
十
六
︼、
井
上
紅
梅
訳
（
一
九
三
〇
）︻
三
十
七
︼、
榛
原
茂
樹
訳
（
一
九
三
〇
）︻
三
十
八
︼

に
比
べ
て
極
め
て
少
な
い
。

⑵
　
近
藤
訳
に
お
け
る
翻
訳
の
特
徴

　

以
上
、
近
藤
訳
に
お
け
る
原
文
の
省
略
情
況
か
ら
、
彼
の
原
文
理
解
に
つ
い

て
述
べ
た
が
、
次
に
、
様
々
な
文
体
で
ど
の
よ
う
な
翻
訳
が
行
わ
れ
て
い
る
か

を
把
握
す
る
た
め
、
対
話
文
の
多
い
箇
所
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
検
討
す
る
こ

と
と
し
た
い
。
な
お
原
文
に
あ
る
四
角
枠
で
囲
ま
れ
た
語
句
は
、
翻
訳
上
重
要

と
な
る
箇
所
を
意
味
す
る
。

　

老
蒼
頭
收
了
二
十
兩
銀
子
、
回
覆
楚
王
孫
。
楚
王
孫
只
得
順
從
。
老
蒼
頭
囘

覆
了
婆
娘
、
那
婆
娘
當
時
歡
天
喜
地
、
把
孝
服
除
下
、
重
勾
粉
面
、
再
點
朱
唇
、

穿
了
一
套
新
鮮
色
衣
。（
１
）
叫
蒼
頭
顧
喚
近
山
莊
客
、
扛
擡
莊
生
尸
柩
、
停
於

後
面
破
屋
之
內
。
打
掃
草
堂
、
準
備
做
合
婚
筵
席
。
有
詩
爲
證
、

　

俊
俏
孤
孀
別
樣
嬌　

王
孫
有
意
更
相
挑
。

　

一
鞍
一
馬
誰
人
語　

今
夜
思
將
快
婿
招
。
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是
夜
、
那
婆
娘
收
拾
香
房
、（
２
）
草
堂
內
擺
得
燈
燭
輝
煌
。
楚
王
孫
簪
纓
袍

服
、
田
氏
錦
襖
繡
裙
、
雙
雙
立
於
花
燭
之
下
。
一
對
男
女
、
如
玉
琢
金
裝
、
美

不
可
說
。（
３
）
交
拜
已
畢
、
千
恩
萬
愛
的
、
攜
手
入
於
洞
房
。
喫
了
合
巹
杯
、

正
欲
上
牀
解
衣
就
寢
。
忽
然
楚
王
孫
眉
頭
雙
皺
、
寸
步
難
移
、
登
時
倒
於
地
下
、

雙
手
磨
胸
、
只
叫
心
痛
難
忍
。
田
氏
心
愛
王
孫
、
顧
不
得
新
婚
廉
恥
、
近
前
抱
住
、

替
他
撫
摩
、
問
其
所
以
。
王
孫
痛
極
不
語
、
口
吐
涎
沫
、
奄
奄
欲
絕
。
老
蒼
頭

慌
做
一
堆
。
田
氏
道
「
王
孫
平
日
曾
有
此
症
候
否
。」
老
蒼
頭
代
言
「
此
症
平
日

常
有
。
或
一
二
年
發
一
次
、無
藥
可
治
。
只
有
一
物
、用
之
立
效
。」田
氏
急
問「
所

用
何
物
。」

　

老
蒼
頭
道
「
太
醫
傳
一
奇
方
、
必
得
生
人
腦
髓
熱
酒
吞
之
、
其
痛
立
止
。
平

日
此
病
舉
發
、
老
殿
下
奏
過
楚
王
、
撥
一
名
死
囚
來
、
縛
而
殺
之
、
取
其
腦
髓
。

今
山
中
如
何
可
得
。（
４
）
其
命
合
休
矣
。」
田
氏
道
「
生
人
腦
髓
、
必
不
可
致
。

第
不
知
死
人
的
可
用
得
麼
。」
老
蒼
頭
道
「
太
醫
說
、
凡
死
未
滿
四
十
九
日
者
、

其
腦
尚
未
乾
枯
、
亦
可
取
用
。」
田
氏
道
「
吾
夫
死
方
二
十
餘
日
、（
５
） 

何
不
斲
棺
而
取
之
。」
老
蒼
頭
道
「
只
怕
娘
子
不
肯
。」
田
氏
道
「
我
與
王
孫
成

其
夫
婦
、
婦
人
以
身
事
夫
、（
６
）
自
身
尚
且
不
惜
、
何
有
於
將
朽
之
骨
乎
。」

　

即
命
老
蒼
頭
伏
侍
王
孫
、自
己
尋
了
砍
柴
板
斧
。（
７
）
右
手
提
斧
、左
手
攜
燈
、

往
後
邊
破
屋
中
、
將
燈
放
於
棺
蓋
之
上
。
覷
定
棺
頭
、
雙
手
舉
斧
、
用
力
劈
去
。

婦
人
家
氣
力
單
微
、
如
何
劈
得
棺
開
。
有
個
緣
故
、
那
莊
周
是
達
生
之
人
、
不

肯
厚
斂
。
桐
棺
三
寸
、一
斧
就
劈
去
了
一
塊
木
頭
。
再
一
斧
去
、棺
蓋
便
裂
開
了
。

只
見
莊
生
從
棺
內
歎
口
氣
、
推
開
棺
蓋
、
挺
身
坐
起
。
田
氏
雖
然
心
狠
、
終
是

女
流
。（
８
）
嚇
得
腿
軟
筋
麻
、
心
頭
亂
跳
、
斧
頭
不
覺
墜
地
。

　

老
僕
は
二
十
両
の
銀
子
を
受
け
取
っ
て
、
話
を
楚
の
貴
公
子
に
つ
た
え
た
。
楚
の
貴
公
子
も

よ
う
や
く
承
知
し
、
老
僕
は
そ
れ
を
女
に
つ
た
え
た
。
女
は
た
ち
ま
ち
有うち
ょ
う
て
ん

頂
天
に
な
り
、
喪
服

を
か
な
ぐ
り
捨
て
て
ふ
た
た
び
白
粉
を
ぬ
り
口
紅
を
つ
け
、
あ
ざ
や
か
な
色
模
様
の
き
も
の
に

着
か
え
る
と
、（
１
）
老
僕
に
近
く
の
作
男
た
ち
を
呼
ん
で
こ
さ
せ
て
、
莊
生
の
棺
桶
を
か
つ
ぎ

出
し
て
裏
の
あ
ば
ら
や
の
中
に
置
か
せ
、
草
堂
を
掃
除
し
て
婚
礼
の
宴
席
の
用
意
を
し
た
。
こ

れ
を
歌
で
い
え
ば
、

　
　

あ
だ
な
後
家
さ
ん
色
め
け
ば

　
　

相
手
の
公
子
も
気
負
い
立
つ

　
　

鞍
は
一
つ
と
言
っ
た
も
忘
れ

　
　

胸
を
き
め
か
す
二
つ
目
の
鞍

　

そ
の
夜
、
女
は
自
分
の
部
屋
を
と
り
片
づ
け
、（
２
）
草
堂
に
あ
か
あ
か
と
あ
か
り
を
と
も
し

た
。
楚
の
貴
公
子
は
冠
に
礼
服
、
田
氏
は
錦
の
襖
に
刺
繍
の
裙
、
並
ん
で
花
や
か
な
と
も
し
火

の
下
に
立
つ
と
、
一
対
の
男
女
は
、
玉
や
金
で
飾
っ
た
ご
と
く
、
い
い
よ
う
の
な
い
ほ
ど
美
し
い
。

（
３
）
儀
式
が
終
わ
る
と
、
二
人
は
仲
む
つ
ま
じ
く
手
を
と
り
あ
っ
て
寝
間
へ
は
い
り
、
床
杯
を

か
わ
し
た
。

　

い
よ
い
よ
床
入
り
で
、
き
も
の
を
ぬ
い
で
寝
よ
う
と
し
た
と
き
、
急
に
、
楚
の
貴
公
子
は
眉

を
し
か
め
、
一
歩
も
う
ご
け
な
く
な
っ
て
、
ば
っ
た
り
倒
れ
、
両
手
で
胸
を
さ
す
り
が
ら
、
た

だ
「
痛
く
て
が
ま
ん
が
で
き
な
い
」
と
い
う
ば
か
り
。
田
氏
は
貴
公
子
い
と
し
さ
に
新
婚
の
は

ず
か
し
さ
も
忘
れ
て
、か
け
寄
っ
て
抱
き
か
か
え
、さ
す
っ
て
や
り
な
が
ら
わ
け
を
た
ず
ね
た
が
、

貴
公
子
は
痛
み
が
ひ
ど
く
て
も
の
も
い
え
ず
、
口
か
ら
よ
だ
れ
を
出
し
て
、
息
も
絶
え
ん
ば
か

り
に
あ
え
い
で
い
る
。
老
僕
も
あ
わ
て
て
か
け
つ
け
て
き
た
。

「
あ
な
た
は
、い
つ
も
こ
う
い
う
病
気
が
お
あ
り
で
す
の
」と
田
氏
が
い
う
と
、老
僕
が
代
わ
っ
て
、

「
こ
の
病
気
は
い
つ
も
お
こ
る
の
で
す
が
、
一
、二
年
に
一
回
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
な
お
す
薬

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
つ
だ
け
、
す
ぐ
効
く
も
の
が
あ
る
の
で
す
」

　

田
氏
は
せ
き
こ
ん
で
た
ず
ね
た
。「
そ
れ
は
何
な
の
。」

　
「
侍
医
さ
ま
が
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
珍
し
い
処
方
で
、
生
き
た
人
間
の
脳
味
噌
に
か
ぎ
る
の
で

す
が
、
そ
れ
を
熱
い
酒
で
飲
む
と
、
痛
み
が
ぴ
た
り
と
止
ま
る
の
で
す
。
ふ
だ
ん
こ
の
病
気
が
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お
こ
る
と
、
大
旦
那
さ
ま
が
楚
王
さ
ま
に
お
願
い
な
さ
っ
て
、
死
刑
囚
を
一
人
も
ら
っ
て
き
て
、

締
め
殺
し
て
そ
の
脳
味
噌
を
取
る
の
で
す
。
し
か
し
今
は
山
の
中
で
と
て
も
手
に
は
い
り
ま
せ

ん
。（
４
）
こ
れ
ま
で
の
ご
寿
命
な
の
で
し
ょ
う
」「
生
き
た
人
間
の
脳
味
噌
は
と
て
も
手
に
入

ら
な
い
わ
ね
。
だ
け
ど
死
ん
だ
人
間
の
は
使
え
な
い
の
。」「
侍
医
さ
ま
の
お
話
で
は
、
死
ん
で

も
四
十
九
日
ま
で
な
ら
脳
も
ま
だ
ひ
か
ら
び
て
い
な
い
か
ら
使
え
る
そ
う
で
す
」「
わ
た
し
の
夫

は
死
ん
で
か
ら
二
十
日
あ
ま
り
よ
。（
５
）
ど
う
し
て
お
棺
を
こ
わ
し
て
取
ら
な
い
の
。」「
あ
な

た
が
承
知
な
さ
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
て
」「
わ
た
し
は
若
さ
ま
と
夫
婦
に
な
っ
た
の
よ
。

女
は
身
を
以
て
夫
に
仕
え
る
も
の
。（
６
）
自
分
の
身
体
だ
っ
て
惜
し
く
な
い
の
に
、
朽
ち
か
け

た
骨
な
ん
か
惜
し
む
も
の
で
す
か
」

　

田
氏
は
そ
う
い
う
と
、
老
僕
に
貴
公
子
の
世
話
を
た
の
み
、（
７
）
自
分
は
薪
割
り
の
手
斧
を

さ
が
し
て
、
右
手
に
手
斧
を
さ
げ
左
手
に
あ
か
り
を
持
っ
て
裏
の
あ
ば
ら
や
へ
は
い
っ
て
行
き
、

燭
台
を
棺
の
蓋
の
上
に
置
く
と
、
両
袖
を
た
く
し
上
げ
、
両
手
で
斧
を
持
っ
て
、
棺
の
先
を
ね

ら
い
さ
だ
め
、
歯
を
く
い
し
ば
り
力
を
こ
め
て
え
い
っ
と
打
ち
お
ろ
し
た
。

　

女
の
人
は
力
が
弱
く
て
、
と
て
も
棺
を
打
ち
破
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
も
の
だ
が
、
う
ま
い

具
合
に
、
か
の
荘
周
は
生
死
を
達
観
し
た
人
で
棺
は
厚
く
し
て
は
い
か
ん
、
桐
の
三
寸
板
の
棺

で
よ
い
と
い
い
つ
け
た
の
で
、
一
斧
で
板
は
割
れ
、
つ
づ
く
幾
斧
か
で
棺
の
蓋
は
開
い
て
し
ま
っ

た
。

　

女
が
ふ
う
ふ
う
と
喘
い
で
い
る
と
、
荘
生
が
棺
の
中
で
ほ
っ
と
溜
息
を
つ
き
、
棺
の
蓋
を
お

し
あ
け
て
、す
っ
と
立
ち
上
が
っ
た
。
田
氏
は
心
が
た
け
だ
け
し
い
と
は
い
っ
て
も
、や
は
り
女
。

（
８
）び
っ
く
り
し
て
身
は
ち
ぢ
み
上
が
り
胸
は
ど
き
ど
き
し
て
、思
わ
ず
斧
を
と
り
落
と
し
た
。）

︻
三
十
九
︼

こ
の
箇
所
を
近
藤
は
こ
の
よ
う
に
翻
訳
し
て
い
る
。

　
　

 　

老
僕
が
こ
の
旨
を
王
孫
に
告
げ
る
と
、
王
孫
は
仕
方
な
く
承
諾
す
る
こ

と
に
し
た
。
老
僕
が
こ
の
返
事
を
も
た
ら
す
と
、田
氏
は
大
變
喜
ん
で
、（
１
）

小
作
人
に
棺
を
後
の
空
い
た
建
物
の
中
に
運
ば
せ
た
。
こ
の
夜
、（
２
）
家

の
中
は
燈
火
も
華
や
か
に
輝
き
、
田
氏
は
錦
襖
綉
裙
を
つ
け
、
王
孫
は
簪

纓
に
袍
服
と
い
ふ
で
た
ち
で
、（
３
）
祝
言
の
式
も
滯
り
な
く
濟
ん
だ
。
二

人
は
洞
房
に
入
り
、
盃
事
も
す
ん
で
、
丁
度
牀
に
上
ら
う
と
す
る
時
、
王

孫
は
突
然
眉
を
し
か
め
て
、
只
苦
し
い
と
言
ふ
の
み
で
、
寸
步
も
動
け
な

い
樣
に
な
つ
た
。
田
氏
は
羞
か
し
さ
も
忘
れ
て
、
王
孫
を
我
が
懷
に
抱
き

込
む
樣
に
し
て
、
そ
の
わ
け
を
尋
ね
た
。
け
れ
ど
も
王
孫
は
痛
さ
の
餘
り

何
事
も
語
ら
な
い
の
で
、
例
の
老
僕
を
呼
入
れ
て
聞
い
た
。

　
　

 　
『
私
の
主
人
は
是
が
持
病
で
す
。
こ
の
持
病
が
起
つ
た
ら
、
藥
で
は
駄
目

で
ご
さ
い
ま
す
が
、
た
だ
一
つ
立
ど
こ
ろ
に
效
く
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。』

　
　

 　
『
そ
れ
は
何
で
す
か
。』

　
　

 　
『
太
醫
の
奇
妙
な
處
方
で
す
が
、
生
き
た
人
の
腦
味
噌
を
と
つ
て
熱
い
酒

と
一
緖
に
飮
め
ば
、
痛
み
は
す
ぐ
止
り
ま
す
の
で
、
平
生
こ
の
病
氣
が
起

り
ま
す
と
、
父
君
は
楚
主
に
申
し
上
げ
、
死
刑
囚
を
殺
し
て
そ
の
腦
味
噌

を
取
つ
て
居
ら
れ
ま
す
。
然
し
今
は
こ
ん
な
山
の
中
の
事
で
す
か
ら
、
そ

ん
な
も
の
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
し
、（
４
）
も
う
こ
れ
ま
で
で
す
。』

　
　

 　
『
死
人
の
腦
味
噌
で
は
駄
目
か
し
ら
。』

　
　

 　
『
太
醫
の
申
さ
れ
る
に
は
、
死
人
で
も
ま
だ
四
十
九
日
經
た
な
い
で
、
腦

の
乾
か
な
い
も
の
は
、
役
に
立
つ
さ
う
で
す
。』

　
　

 　
『
私
の
先
夫
は
死
ん
で
ま
だ
二
十
日
餘
り
に
し
か
な
ら
ぬ
が
、（
５
）
あ

の
棺
を
開
い
て
腦
味
噌
を
取
つ
て
は
ど
う
で
せ
う
。』

　
　

 　
『
そ
れ
は
奧
樣
が
御
承
諾
に
な
り
ま
す
ま
い
。』

　
　

 　
『
王
孫
樣
と
夫
婦
に
な
れ
る
な
ら
、（
６
）
私
の
身
で
も
厭
は
ぬ
も
の
を
、

こ
ん
な
死
人
が
何
で
せ
う
。』
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そ
こ
で
王
孫
の
看
護
を
老
僕
に
賴
み
、（
７
）
田
氏
は
片
手
に
斧
、
片
手

に
燈
を
持
つ
て
、
す
ぐ
後
の
部
屋
に
行
き
、
燈
を
下
に
置
き
、
兩
手
に
滿

身
の
力
を
こ
め
て
斧
を
棺
に
向
つ
て
打
下
し
た
。
棺
の
蓋
は
開
い
た
。
―

―
と
不
思
議
や
、
莊
子
は
溜
息
を
つ
き
な
が
ら
徐
ろ
に
立
上
つ
た
。（
８
）

田
氏
は
驚
い
て
腰
が
ぬ
け
、
斧
を
覺
え
ず
取
落
し
た
。︻
四
十
︼

該
当
箇
所
は
会
話
文
で
あ
る
た
め
、
基
本
的
に
は
白
話
（
口
語
）
的
表
現
を
使

用
す
べ
き
場
面
で
あ
る
が
、
場
面
設
定
は
戦
国
時
代
で
あ
る
た
め
古
語
的
・
文

言
的
表
現
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
た
め
翻
訳
者
は
白
話
語
彙
の
ほ
か
文
言
の
知

識
や
由
来
を
把
握
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
如
何
に
的
確
に
対
応
す

る
か
が
課
題
と
な
る
。
そ
の
た
め
こ
の
箇
所
で
は
文
言
的
な
解
釈
の
必
要
上
、

原
文
の
訓
読
的
翻
訳
も
考
慮
し
て
考
察
す
る
。

　

ま
ず
網
掛
部
（
１
）「
叫
蒼
頭
顧
喚
近
山
莊
客
、
扛
擡
莊
生
尸
柩
、
停
於
後
面

破
屋
之
內
」で
あ
る
が
、こ
れ
は
難
解
な
箇
所
で
あ
る
。
例
え
ば「
蒼
頭（cāngtóu

）」

は
、
文
言
と
白
話
そ
れ
ぞ
れ
で
意
味
が
異
な
る
。
書
面
語
で
は
雑
用
係
の
僕し
も
べで

あ
る
奴
僕
・
下
僕
、
そ
し
て
兵
卒
の
意
味
が
あ
る
が
、
白
話
語
彙
で
は
老
人
を

意
味
す
る
。
そ
の
た
め
ど
ち
ら
で
解
釈
す
べ
き
か
。
そ
の
判
断
は
難
し
く
、
駒

田
信
二
訳
で
も
「
老
僕
」
と
折
衷
的
な
訳
語
を
使
っ
て
い
る
。
た
だ
該
当
箇
所

は
文
言
に
よ
る
表
現
が
多
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
前
後
の
文
脈
か
ら
奴
僕
と
解

釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
次
の
「
顧
喚
（gùhuàn

）」
は
、
呼
び
集
め
る
。「
莊
客

（zhuāngkè

）」
は
荘
子
で
は
な
く

3

3

3

3

、
旧
時
の
小
作
人
や
作
さ
く
お
と
こ男を
意
味
す
る
の
で

注
意
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
作
品
の
舞
台
で
あ
る
戦
国
時
代
に
小
作
人
が
一
般

化
し
て
い
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
た
だ
「
三
言
」
所
収
篇
に
は
舞
台
設
定

が
古
代
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
作
品
の
中
の
固
有
名
詞
や
名
称
は
、
刊
行
当
時
の

読
者
で
あ
る
明
代
の
呼
称
名
称
が
使
わ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
先

行
研
究
で
も
指
摘
済
み
で
あ
る
︻
四
十
一
︼。「
扛
擡
（kángtái

）」
は
二
人
で
持
ち
上

げ
る
、
肩
に
担
ぐ
。「
尸
柩
（shījiù

）」
は
屍し
が
い骸
を
収
め
た
柩ひ
つ
ぎを
意
味
す
る
ほ
か
、

こ
の
箇
所
の
文
体
も
複
雑
で
二
重
の
使
役
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
主
語
は
省
略

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
こ
で
は
田
氏
（
荘
子
の
妻
）
で
あ
り
、
彼
女
は
奴
僕

に
近
く
の
作
男
を
呼
び
集
め
て
、荘
子
の
遺
骸
の
入
っ
た
柩
を
担
が
せ
（
自
宅
の
）

裏
に
あ
る
あ
ば
ら
屋
に
安
置
さ
せ
た
。
と
い
う
意
味
と
な
ろ
う
。
こ
の
箇
所
を

近
藤
は
「
小
作
人
に
棺
を
後
の
空
い
た
建
物
の
中
に
運
ば
せ
た
」
と
あ
る
。「
破

屋
（pòw

ū

:
あ
ば
ら
屋
・
ぼ
ろ
屋
）」
を
「
空
い
た
建
物
」
と
い
う
の
は
や
や
原

義
と
異
な
る
ほ
か
「
顧
喚
」「
扛
擡
」
は
文
脈
上
省
略
さ
れ
て
い
る
点
が
気
に
な

る
も
の
の
、「
蒼
頭
」「
莊
客
」「
尸
柩
」
等
は
概
ね
的
確
に
翻
訳
を
行
っ
て
い
る
。

　

網
掛
部
（
２
）「
草
堂
內
擺
得
燈
燭
輝
煌
」
の
「
擺
（bǎi

）」
は
名
詞
的
用
法

も
あ
る
が
、
様
態
補
語
の
「
得
（de

）」
を
伴
う
た
め
動
詞
的
活
用
で
あ
る
の
は

明
ら
か
で
「
並
べ
る
・
置
く
」
も
し
く
は
「
揺
れ
動
く
」
と
解
釈
す
る
の
が
妥

当
で
あ
る
。
し
か
し
、
続
く
「
燈
燭
輝
煌
（dēngzhú huīhuáng

）」
で
灯
火
が
光

り
輝
く
程
度
を
示
し
て
い
る
所
か
ら
、
網
掛
部
は
「
灯
火
が
明
る
く
ゆ
ら
ゆ
ら

と
草
堂
の
中
を
と
も
し
た
」
の
意
味
と
な
ろ
う
。
こ
の
点
を
近
藤
は
「
家
の
中

は
燈
火
も
華
や
か
に
輝
き
」
と
あ
る
。
近
藤
は
「
擺
（bǎi

）」
を
動
詞
と
し
て
扱
っ

て
い
る
も
の
の
、
左
右
に
揺
れ
る
と
い
う
動
詞
と
し
て
の
意
味
を
充
分
理
解
し

て
い
た
か
は
判
然
と
し
な
い
。

　

次
の
網
掛
部
（
３
）「
交
拜
已
畢
」
で
あ
る
が
、「
交
拜
（jiāobài

）」
は
「
拜

堂
（bàitáng

）」
や
「
拜
天
地
（bàitiāndì

）」
と
も
呼
ば
れ
、
旧
時
婚
礼
の
時

に
新
郎
・
新
婦
が
礼
堂
で
跪き

ざ坐
し
て
舅
姑
を
拝
し
、
天
地
を
拝
し
、
お
互
い
を

礼
拝
す
る
儀
式
を
行
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
白
話
の
語
彙
で
は
な
い
た
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め
、
翻
訳
に
は
白
話
語
彙
以
外
の
知
識
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
箇
所
を
近
藤
は

「
祝
言
の
式
も
滯
り
な
く
濟
ん
だ
」
と
翻
訳
し
て
い
る
。
祝
し
ゅ
う
げ
ん言は
、
嫁
入
り
の
儀

式
を
行
な
う
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
式
や
婚
礼
、
結
婚
式
の
意
味
︻
四
十
二
︼
で
あ
り
、

日
本
の
伝
統
的
な
結
婚
式
を
意
味
す
る
。
当
然
中
国
の
小
説
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
訳
語
で
は
日
本
人
に
も
理
解
し
や
す
い
祝
言
の
式
を
選
ん
だ
と
思
わ
れ
る
が
、

駒
田
信
二
訳
で
は
「
儀
式
が
終
わ
る
と
」
と
漠
然
と
し
て
お
り
、
原
文
の
理
解

に
お
い
て
は
近
藤
訳
の
方
が
的
確
と
判
断
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

網
掛
部
（
４
）「
其
命
合
休
矣
」
で
あ
る
が
、「
合
（hé

）」
は
當
・
應
と
同
じ

く
「
ま
さ
に
~
べ
し
」
で
あ
り
、
訓
読
す
れ
ば
「
其
れ
命
合ま
さ
に
休
す
べ
し
」
と

な
り
、
こ
の
命
も
万
事
休
し
何
を
し
て
も
駄
目
だ
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
近
藤

は
こ
こ
で
「
も
う
こ
れ
ま
で
で
す
」
と
的
確
に
翻
訳
し
て
い
る
。
網
掛
部
（
５
）

「
何
不
斲
棺
而
取
之
」
は
「
何
不
」
を
使
用
し
た
反
語
文
で
あ
る
点
に
注
意
が
必

要
で
あ
る
。「
何
不
（hébù

）」
は
、
な
ぜ
~
し
な
い
の
か
と
い
う
反
語
形
に
用

い
、
転
じ
て
~
す
べ
き
で
あ
る
、
~
し
て
よ
い
の
意
味
に
も
解
釈
で
き
る
。「
斲

（zhuó

）」
は
切
る
・
削
る
で
あ
る
か
ら
、
原
文
を
訓
読
す
れ
ば
「
何
ぞ
棺
を
ち

之
を
取
ら
ざ
る
や
」
と
な
り
、
語
気
助
詞
が
な
い
の
で
、
ど
う
し
て
お
棺
を
切

り
開
い
て
取
ら
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
―
―
お
棺
を
開
く
べ
き
で
し
ょ
う

3

3

3

と
い

う
意
味
と
な
ろ
う
。
こ
の
箇
所
を
近
藤
も
「
あ
の
棺
を
開
い
て
腦
味
噌
を
取
つ

て
は
ど
う
で
せ
う
」
と
し
て
お
り
、
こ
こ
で
も
文
言
の
反
語
表
現
を
正
確
に
理

解
し
た
上
で
翻
訳
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

次
の
網
掛
部
（
６
）「
自
身
尚
且
不
惜
、
何
有
於
將
朽
之
骨
乎
」
も
文
語
文
で

あ
り
「
將
」
は
「
ま
さ
に
~
す
」
の
再
読
文
字
で
あ
る
。
訓
読
す
れ
ば
「
自
身

す
ら
尚な

お
且
つ
惜
ま
ざ
る
、
何
ぞ
將ま
さ

に
朽
ち
た
ら
ん
と
す
る
の
骨
有
ら
ん
や
」

と
な
り
、
自
分
の
身
体
だ
っ
て
惜
し
く
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
朽
ち
か
け
よ
う

と
し
て
い
る
骨
を
惜
し
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か（
い
い
や
惜
し
く
な
い
）と
な
ろ
う
。

こ
の
箇
所
を
近
藤
は
「
私
の
身
で
も
厭
は
ぬ
も
の
を
、こ
ん
な
死
人
が
何
で
せ
う
」

と
翻
訳
し
て
い
る
。
や
や
意
訳
し
て
い
る
が
田
氏
の
荘
子
に
対
す
る
感
情
を
加

味
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
こ
れ
は
文
脈
か
ら
田
氏
の
性
格
を
理
解
し
て
い
な
い

と
、
こ
の
訳
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

網
掛
部
（
７
）
の
「
右
手
提
斧
、
左
手
攜
燈
、
往
後
邊
破
屋
中
、
將
燈
放
於

棺
蓋
之
上
。
覷
定
棺
頭
、
雙
手
舉
斧
、
用
力
劈
去
」
で
あ
る
が
、「
攜
（xié

）」

は
携
え
る
、
手
に
持
っ
て
持
ち
運
ぶ
。
そ
し
て
次
の
「
將
（jiāng

）」
は
、
口
語

の
「
把
」
と
同
じ
く
「
~
を
」
を
示
す
介
詞
で
あ
り
、
網
掛
部
（
６
）
の
「
將
」

と
は
大
き
く
意
味
が
異
な
る
。「
覷
（qù

）」
は
白
話
語
彙
若
し
く
は
福
建
方
言

に
見
え
る
、
探
る
、
う
か
が
い
見
る
で
あ
り
「
覷
定
（qùdìng

）」
で
見
定
め
る

の
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
（
田
氏
が
）
右
手
に
手
斧
を
、
左
手
に
灯
り
を

携
え
裏
の
あ
ば
ら
屋
に
向
か
い
、
灯
り
を
棺
の
蓋
の
上
に
置
く
と
棺
を
見
定
め
、

両
腕
で
斧
を
持
つ
と
、
力
を
こ
め
て
振
り
下
ろ
し
（
お
棺
を
）
割
っ
た
と
い
う

意
味
と
な
る
。
こ
の
箇
所
を
近
藤
は
「
燈
を
下
に
置
き
、
兩
手
に
滿
身
の
力
を

こ
め
て
斧
を
棺
に
向
つ
て
打
下
し
た
」
と
翻
訳
し
、
簡
略
化
し
て
い
る
が
「
將

（
~
を
）」
の
介
詞
的
表
現
も
明
確
に
理
解
し
て
い
る
。
そ
し
て
網
掛
部
（
８
）「
嚇

得
腿
軟
筋
麻
、
心
頭
亂
跳
、
斧
頭
不
覺
墜
地
」
で
あ
る
。
文
頭
の
「
嚇
（xià

）」

は
副
詞
的
用
法
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
動
詞
で
「
驚
く
、
怖
が
る
」
の
意
味
、

そ
し
て
「
腿
軟
筋
麻
（tuǐruǎnjīnm

á

）」
は
、
酷
く
驚
き
腰
が
抜
け
た
状
態
に
な

る
様
子
や
、
足
が
ふ
ら
ふ
ら
に
な
り
筋
が
し
び
れ
る
状
態
を
示
す
成
語
で
あ
る
。

そ
の
た
め
（
田
氏
は
）
恐
怖
で
足
が
ふ
ら
つ
き
、
胸
が
高
鳴
る
あ
ま
り
、
思
わ

ず
斧
を
と
り
落
と
し
た
と
な
る
。
そ
こ
を
近
藤
は
「
田
氏
は
驚
い
て
腰
が
ぬ
け
、

斧
を
覺
え
ず
取
落
し
た
」
と
成
語
の
箇
所
も
的
確
に
翻
訳
し
て
い
る
。
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⑶
　
近
藤
の
翻
訳
「
莊
子
と
そ
の
妻
」
の
評
価

　

以
上
、
近
藤
總
草
に
よ
る
翻
訳
「
莊
子
と
そ
の
妻
」
に
つ
い
て
、
原
文
と
駒

田
信
二
訳
と
の
対
照
を
実
施
し
分
析
を
行
っ
た
。

　

近
藤
の
翻
訳
で
あ
る
が
、
ま
ず
言
え
る
こ
と
は
『
滿
蒙
』
の
誌
面
的
制
約
が

あ
り
な
が
ら
も
、
作
品
の
内
容
を
正
確
に
訳
出
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
要
約
の
的
確
さ
は
加
藤
が
原
文
を
十
分
に
理
解
し
た
上
で
、
物
語

の
進
展
に
大
き
な
影
響
を
与
え
な
い
箇
所
を
選
び
出
し
、
不
要
な
部
分
だ
け
を

少
し
ず
つ
削
り
落
と
す
と
い
う
精
密
な
取
捨
選
択
を
行
っ
た
事
に
由
来
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
従
来
の
民
間
翻
訳
で
は
、
難
解
箇
所
や
難
解
語
を
回
避
す

る
た
め
に
、
翻
訳
箇
所
の
一
部
を
丸
ご
と
割
愛
す
る
場
合
が
一
般
的
で
あ
っ
た

こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
近
藤
訳
の
省
略
の
方
法
は
、
他
の
事
例
に
は
見
ら
れ
な

い
特
徴
と
言
え
る
。

　

ま
た
「
莊
子
休
」
は
、
そ
の
作
品
の
特
性
上
、
口
語
的
な
白
話
と
文
語
文
で

あ
る
文
言
の
文
体
と
語
彙
が
混
在
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
白
話
や
文
言
と
い
う

片
方
の
知
識
の
み
な
ら
ず
、
双
方
の
語
学
的
知
識
を
そ
れ
ぞ
れ
具
備
し
な
け
れ

ば
正
確
な
訳
出
は
ま
ま
な
ら
な
い
。
そ
の
点
が
却
っ
て
訓
読
翻
訳
に
長
じ
る
日

本
の
唐
話
学
者
に
は
（
一
般
的
な
白
話
小
説
よ
り
も
）
与
し
や
す
い
作
品
と
し

て
舶
来
当
初
に
盛
ん
に
受
容
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
百
年
に

わ
た
っ
て
翻
訳
の
手
が
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
蓋
し
そ
の
白
話
と
文
言
が

混
在
し
た
こ
の
特
殊
事
情
に
由
来
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
点
で
加
藤
訳
は
、
白
話
や
文
言
で
の
難
解
語
句
の
解
釈
、
そ
し
て
複
雑

な
文
体
に
関
し
て
も
正
確
に
理
解
し
的
確
な
訳
語
を
施
し
て
お
り
、
一
部
で
は

あ
る
が
駒
田
信
二
訳
よ
り
も
正
確
な
箇
所
が
あ
る
な
ど
、
そ
の
水
準
は
刮
目
に

値
す
る
。

　

な
お
一
部
で
意
訳
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
誤
訳
は
同
時
代
の
民
間
翻
訳
に

比
べ
て
も
極
め
て
少
な
か
っ
た
。
誌
面
の
都
合
か
ら
訳
文
や
圧
縮
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
が
、
近
藤
は
参
考
と
な
る
先
行
翻
訳
が
殆
ど
望
め
な
い
状
態
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
民
間
翻
訳
と
し
て
高
い
水
準
に
あ
る
。
そ
し
て
「
三
言
」
所

収
篇
の
受
容
史
の
上
で
も
、
唐
話
学
的
な
訓
読
翻
訳
か
ら
学
術
的
翻
訳
へ
と
い

う
流
れ
の
中
に
お
け
る
過
渡
期
的
存
在
と
し
て
の
民
間
翻
訳
の
役
割
を
明
確
に

示
し
た
翻
訳
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

紙
幅
の
都
合
か
ら
、
近
藤
の
翻
訳
「
莊
子
と
そ
の
妻
」
の
分
析
は
以
上
と
す

る
が
、
こ
の
近
藤
の
翻
訳
は
民
間
翻
訳
の
上
で
も
画
期
に
値
す
る
翻
訳
で
あ
り
、

斯
界
に
於
い
て
半
ば
定
説
の
ご
と
く
語
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
民
間
翻
訳
の
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
翻
訳
精
度
の
詳
細
に
つ
い
て
、
ま
た
掲
載
さ
れ
た
邦
字
雑

誌
『
滿
蒙
』
に
つ
い
て
は
、
次
稿
で
詳
述
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

お
わ
り
に

　

本
論
の
内
容
を
要
約
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

Ⅰ　

小
論
で
は
、
筆
者
が
発
見
し
た
近
藤
總
草
に
よ
る
翻
訳
「
莊
子
と
そ
の
妻
」

（
一
九
三
〇
）
に
注
目
し
、
近
藤
が
取
り
組
ん
だ
翻
訳
の
一
端
を
考
察
し
、
先
行

研
究
の
補
完
を
行
っ
た
。

Ⅱ　
「
莊
子
と
そ
の
妻
」
の
原
作
「
莊
子
休
鼓
盆
成
大
道
」（『
警
世
通
言
』
卷
二
・

『
今
古
奇
觀
』
卷
二
〇
）
は
、
日
本
は
舶
来
直
後
に
読
本
『
英
草
子
』
に
翻
案
作

品
と
し
て
、そ
し
て
文
化
年
間
に
『
通
俗
古
今
奇
觀
』
に
訓
読
翻
訳
が
登
場
す
る
。
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し
か
し
そ
の
後
は
大
学
の
研
究
者
で
あ
る
魚
返
善
雄
に
よ
る
現
代
口
語
訳
ま
で

翻
訳
の
事
例
は
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
近
藤
訳
の
発
見
は
、
初

め
て
の
口
語
翻
訳
と
し
て
、
か
つ
唯
一
の
民
間
翻
訳
の
事
例
と
し
て
受
容
史
上

重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。

Ⅲ　

翻
訳
者
の
近
藤
總
草
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
も
不
明
点
が
多
い
。
た
だ

し
近
藤
總
草
が
作
詞
し
た
校
歌
か
ら
一
九
三
五
年
~
三
八
年
の
時
期
に
奉
天
朝

日
高
等
女
学
校
に
在
職
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
彼
の
著
作
『
滿
洲
支
那
傳
説

物
語
』
か
ら
、
満
洲
事
変
前
の
関
東
州
や
、
事
変
後
の
満
洲
国
な
ど
の
旧
外
地

に
あ
る
各
地
の
学
校
に
赴
任
し
た
教
員
の
可
能
性
が
高
く
、
か
か
る
現
地
で
の

物
語
収
集
作
業
の
一
環
と
し
て
「
三
言
」
所
収
篇
を
翻
訳
し
て
い
た
と
推
測
で

き
る
。

Ⅳ　

近
藤
の
翻
訳
状
況
で
あ
る
が
、
誌
面
掲
載
の
制
約
か
ら
訳
文
の
中
に
は
原

文
の
省
略
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
省
略
は
特
徴
的
で
、
原
文
の
中
か
ら
文
脈
に
影

響
を
与
え
な
い
箇
所
や
冗
長
と
思
わ
れ
る
表
現
を
確
認
し
な
が
ら
削
除
し
て
ゆ

く
と
い
う
方
式
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
原
文
の
中
で
文
脈
上
の
要
不
要
を
逐

一
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
作
品
全
体
を
正
確
に
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
実

施
で
き
な
い
。
近
藤
は
そ
の
方
法
を
採
用
し
て
お
り
、
そ
れ
が
彼
の
原
文
理
解

の
正
確
さ
と
翻
訳
水
準
の
高
さ
を
示
す
証
左
と
な
っ
て
い
る
。

Ⅴ　

近
藤
に
よ
る
「
莊
子
休
」
は
、
白
話
と
文
言
の
何
れ
の
箇
所
に
お
い
て
も

正
確
な
翻
訳
箇
所
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
白
話
小
説
を
読
解
す
る
上
で
必
要
な

語
学
的
知
識
の
ほ
か
、
文
言
に
対
応
す
る
だ
け
の
訓
読
の
知
識
も
十
全
に
備
え

て
い
る
翻
訳
者
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
な
お
一
部
で
意
訳
は
認
め
ら
れ

る
も
の
の
、
誤
訳
は
同
時
代
の
民
間
翻
訳
に
比
べ
て
も
極
め
て
少
な
か
っ
た
。

誌
面
の
都
合
か
ら
訳
文
は
や
や
圧
縮
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
近
藤
は
参
考

と
な
る
先
行
す
る
口
語
翻
訳
が
な
い
状
態
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
間
翻
訳
と
し

て
は
高
い
水
準
に
あ
る
。
そ
し
て
「
三
言
」
所
収
篇
の
受
容
史
の
上
で
も
、
唐

話
学
的
な
訓
読
翻
訳
か
ら
学
術
的
翻
訳
へ
と
い
う
流
れ
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
の

過
渡
期
的
存
在
と
し
て
の
民
間
翻
訳
の
役
割
を
明
確
に
示
し
た
翻
訳
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。

（
附
記
）　

本
論
文
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）「
民

間
の
視
座
を
導
入
し
た
中
国
通
俗
文
芸
の
受
容
と
自
国
化
の
研
究
―
―
受
容
文

化
の
多
角
的
考
察
を
目
指
し
て
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注

︻
一
︼ 

都
賀
庭
鐘
『
古
今
奇
談
英
草
紙
』「
黒
川
源
太
主
山
に
入
ツ
て
道
を
得
た
る
話
」
に

つ
い
て
は
、
尾
形
仂
「
中
国
白
話
小
説
と
『
英
草
紙
』」（『
文
学
』
三
四
巻
三
号
、

一
九
六
六
）、張
海
燕
「『
古
今
奇
談
英
草
紙
』
と
白
話
受
容
」（『
立
正
大
学
国
語
国
文
』

五
三
号
、
二
〇
一
四
）
参
照
。

︻
二
︼ 『
通
俗
古
今
奇
觀
』
に
つ
い
て
は
、
青
木
正
兒
校
註
『
通
俗
古
今
奇
觀 : 

附
月
下
清
談
』

（
岩
波
書
店
、
一
九
三
二
）
参
照
。

︻
三
︼ 

近
藤
總
草
「
荘
子
と
そ
の
妻
」（『
滿
蒙
』
一
一
卷
五
號
、
一
九
三
〇
）。

︻
四
︼ 

魚
返
善
雄
「
荘
子
の
妻
」『
中
国
千
一
夜
（
風
雅
の
巻
）』（
日
本
出
版
協
同
、 

一
九
五
二
）。

︻
五
︼ 
千
田
九
一
・
駒
田
信
二『
今
古
奇
観（
３
）』平
凡
社
、一
九
六
六
）一
〇
六
~
一
二
六
頁
。

︻
六
︼ 

辛
島
驍
「
待
ち
き
れ
ぬ
妻
」（
辛
島
驍
訳
『
全
譯
中
國
文
學
大
系　

第
一
集
第
六
巻　

警
世
通
言
（
一
）』（
東
洋
文
化
協
会
、
一
九
五
九
）。
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︻
七
︼ 

駒
田
信
二
「
莊
子
休
盆
を
鼓
い
て
大
道
を
成
す
こ
と
」（
千
田
九
一
・
駒
田
信
二
訳

『
中
国
古
典
文
学
大
系　

第
三
七
巻　

今
古
奇
観
（
上
）』（
平
凡
社
、
一
九
七
〇
）

三
七
二
~
三
八
二
頁
参
照
。

︻
八
︼ 

大
庭
脩
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究
』（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所

研
究
叢
刊
、
一
九
六
七
）
参
照
。

︻
九
︼ 

詳
細
は
、
中
村
幸
彦
「
古
義
堂
の
小
説
家
達
」（『
国
語
国
文
』
二
一
巻
一
号
、

一
九
五
二
）、
宮
本
陽
佳
「
唐
話
学
と
白
話
小
説
」（『
和
漢
比
較
文
学
』
六
五
号
、

二
〇
二
〇
）
参
照
。

︻
十
︼  

①
『
英
草
子
』
第
一
篇
「
後
醍
醐
の
帝
三
た
び
藤
房
の
諌
め
を
折
く
話
」（『
警
世
通
言
』

卷
三
「
王
安
石
三
難
蘇
學
士
」）
②
『
英
草
子
』
第
二
篇
「
馬
場
求
馬
妻
を
沈
め
て
樋

口
が
婿
と
成
る
話
」（『
古
今
小
説
』
卷
二
七
「
金
玉
奴
棒
打
薄
情
郎
」）
③
『
英
草
子
』

第
三
篇
「
豊
原
兼
秋
音
を
聴
き
て
国
の
盛
衰
を
知
る
話
」（『
警
世
通
言
』
卷
一
「
俞

伯
牙
摔
琴
謝
知
音
」）
④
『
英
草
子
』
第
四
篇
「
黒
川
源
太
主
山
に
入
ツ
て
道
を
得
た

る
話
」（『
警
世
通
言
』
卷
二
「
莊
子
休
鼓
盆
成
大
道
」）
⑤
『
英
草
子
』
第
五
篇
「
紀

任
重
陰
司
に
至
り
滞
獄
を
断
く
る
話
」（『
古
今
小
説
』卷
三
一「
鬧
陰
司
司
馬
貌
斷
獄
」）

⑥
『
英
草
子
』
第
六
篇
「
三
人
の
妓
女
趣
を
異
に
し
て
各
名
を
成
す
話
」（『
古
今
小
説
』

卷
一
二
「
眾
名
姬
春
風
弔
柳
七
」）
⑦
『
英
草
子
』
第
七
篇
「
楠
弾
正
左
衛
門
不
戦
し

て
敵
を
制
す
る
話
」
⑧
『
英
草
子
』
第
八
篇
「
白
水
翁
が
売
卜
直
言
奇
を
示
す
話
」（『
警

世
通
言
』
卷
一
三
「
三
現
身
包
龍
圖
斷
冤
」）
⑨
『
英
草
子
』
第
九
篇
「
高
武
蔵
野
牌

を
出
だ
し
て
媒
を
な
す
話
」（『
古
今
小
説
』
卷
九
「
裴
晉
公
義
還
原
配
」）。

︻
十
一 

︼
丸
井
貴
史
「「
三
言
」
な
ら
び
に
『
今
古
奇
觀
』
の
諸
本
と
『
英
草
紙
』」（『
近
世
文
藝
』

九
七
卷
、
二
〇
一
三
）
参
照
。

︻
十
二 

︼
詳
細
は
、
徳
田
武
「『
英
草
紙
』
論
」（『
近
世
文
藝
』
一
八
号
、
一
九
七
〇
）、
丸
井

貴
史
「「
三
言
」
な
ら
び
に
『
今
古
奇
観
』
の
諸
本
と
『
英
草
紙
』」（『
近
世
文
藝
』

九
七
号
、
二
〇
一
三
）、
顔
景
義
「
前
期
読
本
作
家
都
賀
庭
鐘
の
中
国
白
話
小
説
へ
の

利
用
法
に
つ
い
て
」（『
富
山
国
際
大
学
現
代
社
会
学
部
紀
要
』
第
一
二
巻
第
一
号
、

二
〇
一
九
）
参
照
。

︻
十
三 

︼
梅
野
正
信
「
日
本
統
治
下
中
等
学
校
の
校
友
会
雑
誌
に
み
る
ア
ジ
ア
認
識
」（『
上
越

教
育
大
学
研
究
紀
要
』
三
四
号
、
二
〇
一
五
）
六
一
頁
参
照
。

︻
十
四 

︼『
童
心
行
』
に
つ
い
て
は
、
寺
前
君
子
「
満
洲
に
お
け
る
石
森
延
男
の
足
跡
―
―
同

人
雑
誌
「
童
心
行
」
の
概
要
と
細
目
」（『
中
国
児
童
文
学
』
二
一
号
、二
〇
一
一
）
参
照
。

︻
十
五
︼
石
森
延
男
「
満
洲
児
童
文
学
回
顧
」（『
児
童
文
学
研
究
』
二
号
、
一
九
七
二
）、「
は

じ
め
に
」『
協
和
（
復
刻
版
）』（
龍
溪
書
舎
、
一
九
八
三
）
参
照
。

︻
十
六 

︼
満
鉄
会
編
『「
協
和
」
総
目
次
』（
龍
渓
書
舎
、
一
九
八
三
）
に
よ
る
と
、『
協
和
』

誌
上
に
お
け
る
近
藤
總
草
の
作
品
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　

①
「
夢
や
い
づ
こ
」（『
協
和
』
三
卷
九
號
、
一
九
二
九
年
四
月
）

　
　
　

②
「
童
話
の
頁　

龍
に
な
り
損
ね
た
話
」（『
協
和
』
四
卷
一
四
號
、一
九
三
〇
年
七
月
）

　
　
　

③
「
童
話　

龍
王
廟
」（『
協
和
』
五
卷
三
號
、
一
九
三
一
年
二
月
）

　
　
　

④
「
建
國
の
人
柱
」（『
協
和
』
六
卷
二
四
號
、
一
九
三
二
年
一
二
月
）

︻
十
七 

︼
魏
晨
「「
満
洲
」
童
話
作
家
・
石
森
延
男
の
登
場
―
―
満
鉄
社
員
会
機
関
誌
『
協
和
』

に
お
け
る
創
作
活
動
を
手
が
か
り
に
し
て
」（『
跨
境
』
創
刊
号
、
二
〇
一
四
）
参
照
。

︻
十
八 

︼
主
要
な
も
の
と
し
て
尾
崎
秀
樹
『
旧
植
民
地
文
学
の
研
究
』（
勁
草
書
房
、

一
九
七
一
）、
川
村
湊
『
異
郷
の
昭
和
文
学
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
）、
川
村
湊

『
文
学
か
ら
見
る
「
満
洲
」』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
）、
岡
田
英
樹
『
文
学
に
見

る
「
満
洲
国
」
の
位
相
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
〇
）、
西
原
和
海
他
『
満
洲
国
の
文

化
』（
せ
ら
び
書
坊
、
二
〇
〇
五
）、
尹
東
燦
『「
満
洲
』
文
学
の
研
究
』（
明
石
書
店
、

二
〇
一
〇
）、
岡
田
英
樹
『
続　

文
学
に
見
る
「
満
洲
国
」
の
位
相
』（
研
文
出
版
、

二
〇
一
三
）、
劉
春
英
「
中
国
東
北
部
に
お
け
る
日
拠
時
期
の
日
本
語
雑
誌
の
言
説
空
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間
」（『
跨
境
』
一
号
、
二
〇
一
四
）
等
を
参
照
の
こ
と
。

︻
十
九 

︼
岡
田
英
樹
「
中
国
語
に
よ
る
大
東
亜
文
化
共
栄
圏
―
―
雑
誌
『
華
文
大
阪
毎
日
』・『
文

友
』
の
世
界
」（『
中
国
東
北
文
化
研
究
の
広
場
』
二
号
、
二
〇
〇
九
）
参
照
。

︻
二
十 

︼
西
原
和
海
「
二
つ
の
『
芸
文
』」（『
植
民
地
文
化
研
究
』
三
号
、
二
〇
〇
四
）、
岡
田

英
樹
『
続
文
学
に
み
る
「
満
洲
国
」
の
位
相
』（
研
文
出
版
、
二
〇
一
三
）
一
九
四
~

二
一
五
頁
、単
援
朝
「
雑
誌
『
芸
文
』
の
成
立
と
変
遷
に
つ
い
て
」（『
跨
境
』
創
刊
号
、

二
〇
一
四
）
参
照
。

︻
二
十 

一
︼
大
久
保
明
男
「
中
国
日
裔
青
年
文
芸
雑
誌
『
北
辰
』
紹
介
」（『
朱
夏
』
一
一
号
、

一
九
九
八
）
参
照
。

︻
二
十 

二
︼
橋
本
雄
一
「
二
言
語
の
間
に
も
た
ら
さ
れ
た
権
力
―
―
雑
誌
『
満
洲
国
語
』
に

お
け
る
中
国
人
作
家
た
ち
」（『
野
草
』
六
四
号
、
一
九
九
九
）
参
照
。

︻
二
十 

三
︼
李
青
「
雑
誌
『
麒
麟
』
に
見
る
女
性
作
家
群
像
」（『
立
命
館
文
学
』
六
〇
八
号
、

二
〇
〇
八
）
参
照
。

︻
二
十 

四
︼
王
志
松
「
翻
訳
と
「
満
洲
文
学
」」（『
跨
境
』
一
号
、
二
〇
一
四
）、
林
濤
「『
満

洲
浪
漫
』
に
お
け
る
「
白
日
の
書
」
へ
の
一
考
察
」（『
跨
境
』
創
刊
号
、
二
〇
一
四
）

参
照
。

︻
二
十 

五
︼劉
暁
麗「
偽
満
洲
国
時
期
附
逆
作
品
的
表
裏
」（『
中
国
現
代
文
学
研
究
叢
刊
』四
号
、

二
〇
〇
六
）、祝
然
「
戦
争
末
期
の
『
北
窗
』」（『
跨
境
』
創
刊
号
、二
〇
一
四
）
参
照
。

︻
二
十 

六
︼『
國
語
教
育
』
創
刊
と
主
幹
・
保
科
孝
一
に
つ
い
て
は
、
永
田
洋
史
「
大
正
期
・

雑
誌
『
国
語
教
育
』
の
意
義
に
関
す
る
一
考
察
」（『
言
語
文
化
学
研
究 

日
本
語
日
本

文
学
編
』
一
五
号
、
二
〇
二
〇
）
参
照
。

︻
二
十 

七
︼
詳
細
は
代
珂
『
満
洲
国
の
ラ
ジ
オ
放
送
』（
論
創
社
、
二
〇
二
〇
）
参
照
。

︻
二
十 

八
︼
代
珂
『
満
洲
国
の
ラ
ジ
オ
放
送
』（
論
創
社
、
二
〇
二
〇
）
二
七
四
頁
参
照
。

︻
二
十 

九
︼
こ
れ
ら
満
洲
に
お
け
る
郷
土
文
芸
の
動
き
は
満
鉄
社
内
で
も
確
認
さ
れ
る
。
近

藤
も
寄
稿
し
た
『
協
和
』
で
は
「
満
洲
郷
土
文
芸
十
二
種
懸
賞
」
と
し
て
、「
満
洲

の
郷
土
文
芸
が
ほ
し
い
。
満
洲
最
大
の
読
者
層
を
持
つ
我
等
の
『
協
和
』
は
常
に
門

戸
を
開
放
し
、
鶴
首
し
て
良
き
作
品
を
待
つ
て
ゐ
る
が
文
芸
の
投
稿
は
ま
こ
と
に
少

な
い
。
公
務
に
追
は
れ
て
ゐ
て
も
秋
の
灯
の
下
に
詩
情
の
湧
く
瞬
間
も
あ
ら
う
。
我

等
は
協
力
し
て
満
洲
郷
土
文
芸
を
は
ぐ
く
み
育
て
よ
う
。
出
来
る
だ
け
満
洲
色
の
あ

る
作
品
を
作
り
出
さ
う
」
と
い
う
懸
賞
広
告
が
満
鉄
社
員
に
向
け
て
呼
び
か
け
ら
れ

て
い
る
。
魏
晨
「「
満
洲
」
童
話
作
家
・
石
森
延
男
の
登
場
」（『
跨
境
』
創
刊
号
、

二
〇
一
四
）
一
二
八
頁
参
照
。

︻ 

㆔
十  

︼
竹
田
復
「
話
本
の
入
話
に
つ
い
て
」（『
漢
文
學
會
々
報
』
六
号
、
一
九
三
七
）、
金

丸
邦
三
「
宋
代
小
説
話
本
の
形
式
に
つ
い
て
」（『
東
京
外
国
語
大
学
論
集
』
一
五
号
、

一
九
六
七
）、
拙
稿
「
話
本
に
お
け
る
『
ま
く
ら
』
に
つ
い
て
」（『
論
究
』
二
四
号
、

一
九
九
二
）、
鄭
天
剛
「
宋
元
話
本
入
話
的
類
型
」（『
松
山
大
学
論
集
』
五
巻
五
号
、

一
九
九
三
）
参
照
。

︻
三
十
一
︼
小
川
陽
一
『
三
言
二
拍
本
事
論
考
集
成
』（
新
典
社
、一
九
八
一
）
一
〇
二
頁
参
照
。

︻
三
十 

二
︼
駒
田
信
二
「
莊
子
休
盆
を
鼓
い
て
大
道
を
成
す
こ
と
」（
千
田
九
一
・
駒
田

信
二
訳
『
中
国
古
典
文
学
大
系　

第
三
七
巻　

今
古
奇
観
（
上
）』（
平
凡
社
、

一
九
七
〇
）。

︻
三
十 

三
︼
駒
田
信
二
「
莊
子
休
盆
を
鼓
い
て
大
道
を
成
す
こ
と
」（『
今
古
奇
観
』（
平
凡
社
、

一
九
七
〇
）
三
七
三
~
三
七
四
頁
参
照
。

︻
三
十
四
︼ 

近
藤
總
草「
荘
子
と
そ
の
妻
」（『
滿
蒙
』一
一
卷
五
號
、一
九
三
〇
）一
二
六
頁
参
照
。

︻
三
十 
五
︼
拙
稿
「
中
国
通
俗
文
芸
受
容
史
に
お
け
る
翻
訳
文
体
の
問
題
に
つ
い
て
―

―
佐
藤
春
夫
「
百
花
村
物
語
」
を
中
心
と
し
て
」（『
ア
ジ
ア
史
研
究
』
三
二
号
、

二
〇
〇
八
）
参
照
。

︻
三
十 

六
︼
拙
稿
「
近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
『
三
言
』
所
収
篇
の
受
容
に
つ
い
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て
―
―
明
治
時
代
か
ら
大
正
時
代
ま
で
の
翻
訳
事
業
を
中
心
と
し
て
」（『
国
際
文
化

研
究
科
論
集
』
一
四
号
、
二
〇
〇
六
）
参
照
。

︻
三
十 
七
︼
拙
稿
「
井
上
紅
梅
に
よ
る
『
今
古
奇
観
』
の
翻
訳
に
つ
い
て
」（『
国
際
文
化
研

究
科
論
集
』
二
六
号
、
二
〇
一
八
）
参
照
。

︻
三
十
八
︼
榛
原
茂
樹
に
よ
る
「
三
孝
廉
讓
產
立
高
名
」（『
醒
世
恆
言
』
卷
二
・『
今
古
奇
觀
』

卷
一
）
の
翻
訳
は
「
三
孝
廉
（
上
・
下
）」（『
同
仁
』
四
卷
三
~
四
號
、
一
九
三
〇
年

三
~
四
月
）、
②
「
李
謫
仙
酔
草
嚇
蛮
書
」（『
警
世
通
言
』
巻
九
・『
今
古
奇
觀
』
巻
六
）

の
翻
訳
は
「
李
白
傳
」（『
同
仁
』
四
卷
五
號
、
一
九
三
〇
年
五
月
）、
③
「
金
玉
奴
棒
打

薄
情
郎
」（『
古
今
小
説
』
巻
二
七
・『
今
古
奇
觀
』
巻
三
二
）
の
翻
訳
に
「
薄
情
郎
を
打
つ
」

（『
同
仁
』
四
卷
八
號
、
一
九
三
〇
年
八
月
）
が
あ
る
。

︻
三
十
九
︼
駒
田
信
二
「
莊
子
休
盆
を
鼓
い
て
大
道
を
成
す
こ
と
」（『
今
古
奇
観
』（
平
凡
社
、

一
九
七
〇
）
三
七
九
~
三
八
〇
頁
参
照
。

︻
四
十  

︼
近
藤
總
草
「
荘
子
と
そ
の
妻
」（『
滿
蒙
』
一
一
卷
五
號
、
一
九
三
〇
）
一
三
二
~

一
三
三
頁
参
照
。

︻
四
十 

一
︼荒
木
猛「
短
編
白
話
小
説
に
お
け
る
新
旧
諸
相
の
弁
別
」（『
集
刊
東
洋
学
』三
九
号
、

一
九
七
八
）
参
照
。

︻
四
十
二
︼
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版
）
編
集
委
員
会
『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版
）』（
小

学
館
、
二
〇
〇
一
）
一
一
二
六
頁
参
照
。


